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(57)【要約】
　概して、様々な実施形態は、レシーバデバイスのリソ
ース(たとえば、帯域幅、バッテリー電力など)の変化に
関係する1つまたは複数の性能目標および/または最適化
を実現するために、レシーバデバイスのリソースの変化
を考慮して、現在のセグメントを現在の表現でダウンロ
ードすることを取り消すかまたは放棄し、現在のセグメ
ントの異なる表現でのダウンロードを再開することをい
つ行うかを判定するための、レシーバデバイス上でDASH
クライアントを実行するプロセッサによって実施される
方法を提供する。様々な実施形態では、レシーバデバイ
スプロセッサは、現在のセグメントの進行中のダウンロ
ード中に表現を切り替えることがレシーバデバイスの性
能に便益をもたらすかどうかを判定するための費用対効
果分析を実行してもよく、レシーバデバイスプロセッサ
は、表現を切り替えるとレシーバデバイスの性能が向上
すると判定したことに応答して表現を切り替えてもよい
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツの現在のセグメントの現在の表現での進行中のダウンロードを取り消し、切
替え状況を認識したことに応答して前記現在のセグメントの別の表現に切り替えるかどう
かをレシーバデバイス上で判定する方法であって、
　前記現在のセグメントの別の表現を選択するステップと、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるステップと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記切替え状況に基づくコストしきい値
を超えているかどうかを判定するステップと、
　　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して
前記選択された表現に切り替えるステップ、または
　　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前
記進行中のダウンロードを継続するステップ
　のうちの一方を実行するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中にプレイアウ
ト停止の保留状態が生じるときにそれを認識するステップであって、
　前記切替え状況に基づく前記コストしきい値は、前記プレイアウト停止の保留状態に基
づく時間コストしきい値を含むステップをさらに含み、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるステップは、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消すコス
トを求めるステップと、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードするコストを求めるステッ
プと、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードする前記コストと前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消す前記コストとの
和に基づく総時間コストを算出するステップと、
　前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超えているかどうかを判定するステップ
とを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えるステップは、前記総時間コストが前記時間コストしきい値
を超えていないと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えるステップを含
み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続するステップは、前記総時間コストが前記時間コストしきい
値を超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するステップ
を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記切替え状況に基づく複数のコストしきい値を求めるステップと、
　前記複数のコストしきい値においてまだ選択されていないコストしきい値を選択するス
テップと、
　前記選択されたコストしきい値に基づいて前記選択された表現に切り替えるコストを求
めるステップであって、前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を
超えているかどうかを判定するステップは、前記選択された表現に切り替える前記コスト
が前記選択されたコストしきい値を超えているかどうかを判定するステップを含むステッ
プと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選択されたコストしきい値を超えて
いないと判定したことに応答して前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現
に関して評価されたかどうかを判定するステップと、
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　前記複数のコストしきい値の各々において、前記選択された表現に関して評価されてい
ないコストしきい値があると判定したことに応答して、前記複数のコストしきい値におい
てまだ選択されていないコストしきい値を選択するステップとをさらに含み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えるステップは、前記複数のコストしきい値の各々が前記選択
された表現に関して評価されたと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替え
るステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも低いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成するステップであって、前記現在のセグメン
トの別の表現を選択するステップは、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択する
ステップを含むステップと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
るステップと、
　　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定し
たことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択するステップ、または
　　表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して、前記
進行中のダウンロードを継続するステップ
　のうちの一方を実行するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に前記レシー
バデバイスが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況を認識するステ
ップと、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも高いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成するステップであって、前記現在のセグメン
トの別の表現を選択するステップは、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択する
ステップを含むステップと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
るステップと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択するステップとをさらに含
み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続するステップは、表現の前記順位リストにおける各表現が選
択されたと判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するステップを含む
、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に帯域幅が急
激に増大することを特徴とする切替え状況を認識するステップであって、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるステップは、前記現在のセグメントを
前記現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めるステ
ップを含み、
　前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超えているかどうかを
判定するステップは、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記
コストしきい値を超えているかどうかを判定するステップを含むステップと、
　　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を
超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するステップ、ま
たは
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　　前記進行中のダウンロードを継続しつつ前記選択された表現のダウンロードを開始し
、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して、前記現在のセグメントを前記現在の表現でダウン
ロードしつつ、同時に前記現在のセグメントのプレイアウトを前記選択された表現に切り
替えるステップ
　のうちの一方を実行するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、動作を実施するためのプロセッサ実行可能命令を有するように
構成されたプロセッサとを備え、前記動作は、
　現在の表現でのコンテンツの現在のセグメントの別の表現を選択することと、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが切替え状況に基づくコストしきい値を超
えているかどうかを判定することと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
現在のセグメントの進行中のダウンロードを継続することとを含むレシーバデバイス。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロ
ード中にプレイアウト停止の保留状態が生じるときにそれを認識することをさらに含む動
作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成され、
　前記プロセッサは、
　前記切替え状況に基づく前記コストしきい値が、前記プレイアウト停止の保留状態に基
づく時間コストしきい値を含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有
するように構成され、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることは、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消すコス
トを求めることと、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードするコストを求めることと
、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードする前記コストと前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消す前記コストとの
和に基づく総時間コストを算出することと、
　前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超えているかどうかを判定することとを
含む、請求項8に記載のレシーバデバイス。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、ように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するよう
に構成され、前記動作は、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることが、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えることを含み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続することが、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を
超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することを含む、
請求項9に記載のレシーバデバイス。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　前記切替え状況に基づく複数のコストしきい値を求めることと、
　前記複数のコストしきい値においてまだ選択されていないコストしきい値を選択するこ
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とと、
　前記選択されたコストしきい値に基づいて前記選択された表現に切り替えるコストを求
めることと、
　前記選択された表現に切り替えるコストが前記選択されたコストしきい値を超えていな
いと判定したことに応答して前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現に関
して評価されたかどうかを判定することと、
　前記複数のコストしきい値の各々において、前記選択された表現に関して評価されてい
ないコストしきい値があると判定したことに応答して、前記複数のコストしきい値におい
てまだ選択されていないコストしきい値を選択することとをさらに含む動作を実行するた
めにプロセッサ実行可能命令を有するように構成され、
　前記プロセッサは、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選択されたコストしきい値を超えて
いるかどうかを判定することが、前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選択
されたコストしきい値を超えているかどうかを判定することと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることが、前記複数のコストしきい値の各々が前記選択され
た表現に関して評価されたと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えるこ
とを含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成される
、請求項8に記載のレシーバデバイス。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成
され、前記動作は、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも低いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成することであって、前記プロセッサは、前記
現在のセグメントの別の表現を選択することが、表現の前記順位リストにおける次の表現
を選択することを含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するよう
に構成される、生成することと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
ることと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することと、
　表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して、前記進
行中のダウンロードを継続することとをさらに含む、請求項8に記載のレシーバデバイス
。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成
され、前記動作は、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に前記レシー
バデバイスが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況を認識すること
と、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも高いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成することであって、前記プロセッサは、前記
現在のセグメントの別の表現を選択することが、表現の前記順位リストにおける次の表現
を選択することを含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するよう
に構成される、生成することと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
ることと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
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ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することとをさらに含み、
　前記プロセッサは、切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定した
ことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することが、表現の前記順位リストにお
ける各表現が選択されたと判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続する
ことを含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成され
る、請求項8に記載の方法。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロ
ード中に帯域幅が急激に増大することを特徴とする切替え状況を認識することをさらに含
む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成され、
　前記プロセッサは、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることが、前記現在のセグメントを前記
現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めることを含
み、
　前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超えているかどうかを
判定することが、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コス
トしきい値を超えているかどうかを判定することを含むように動作を実行するためのプロ
セッサ実行可能命令を有するように構成され、
　前記プロセッサは、動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成
され、前記動作は、
　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することと、
　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続しつつ前記選択さ
れた表現のダウンロードを開始することと、
　前記現在のセグメントを前記現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロー
ドしつつ前記現在のセグメントのプレイアウトを前記選択された表現に切り替えることと
をさらに含む、請求項8に記載のレシーバデバイス。
【請求項１５】
　現在の表現でのコンテンツの現在のセグメントの別の表現を選択するための手段と、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるための手段と、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが切替え状況に基づくコストしきい値を超
えているかどうかを判定するための手段と、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えるための手段と、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
現在のセグメントの進行中のダウンロードを継続するための手段とを備えるレシーバデバ
イス。
【請求項１６】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中にプレイアウ
ト停止の保留状態が生じるときにそれを認識するための手段であって、
　前記切替え状況に基づく前記コストしきい値が、前記プレイアウト停止の保留状態に基
づく時間コストしきい値を含む手段をさらに備え、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるための手段は、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消すコス
トを求めるための手段と、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードするコストを求めるための
手段と、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードする前記コストと前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消す前記コストとの
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和に基づく総時間コストを算出するための手段と、
　前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超えているかどうかを判定するための手
段とを備える、請求項15に記載のレシーバデバイス。
【請求項１７】
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替える手段は、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えるための手段を備え
、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続するための手段は、前記総時間コストが前記時間コストしき
い値を超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するための
手段を備える、請求項16に記載のレシーバデバイス。
【請求項１８】
　前記切替え状況に基づく複数のコストしきい値を求めるための手段と、
　前記複数のコストしきい値においてまだ選択されていないコストしきい値を選択するた
めの手段と、
　前記選択されたコストしきい値に基づいて前記選択された表現に切り替えるコストを求
めるための手段であって、前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値
を超えているかどうかを判定するための手段は、前記選択された表現に切り替える前記コ
ストが前記選択されたコストしきい値を超えているかどうかを判定するための手段を備え
る手段と、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選択されたコストしきい値を超えて
いないと判定したことに応答して前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現
に関して評価されたかどうかを判定するための手段と、
　前記複数のコストしきい値の各々において、前記選択された表現に関して評価されてい
ないコストしきい値があると判定したことに応答して、前記複数のコストしきい値におい
てまだ選択されていないコストしきい値を選択するための手段とをさらに備え、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えるための手段は、前記複数のコストしきい値の各々が前記選
択された表現に関して評価されたと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替
えるための手段を備える、請求項15に記載のレシーバデバイス。
【請求項１９】
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも低いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成するための手段であって、前記現在のセグメ
ントの別の表現を選択するための手段は、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択
するための手段を備える手段と、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
るための手段と、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択するための手段と、
　表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して、前記進
行中のダウンロードを継続するための手段とをさらに備える、請求項15に記載のレシーバ
デバイス。
【請求項２０】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に前記レシー
バデバイスプロセッサが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況を認
識するための手段と、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも高いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成するための手段であって、前記現在のセグメ
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ントの別の表現を選択するための手段は、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択
するための手段を備える手段と、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
るための手段と、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択するための手段とをさらに
備え、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続するための手段は、表現の前記順位リストにおける各表現が
選択されたと判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するための手段を
備える、請求項15に記載のレシーバデバイス。
【請求項２１】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に帯域幅が急
激に増大することを特徴とする切替え状況を認識するための手段であって、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるための手段は、前記現在のセグメント
を前記現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めるた
めの手段を備え、
　前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超えているかどうかを
判定するための手段は、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前
記コストしきい値を超えているかどうかを判定するための手段を備える手段と、
　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するための手段と、
　前記進行中のダウンロードを継続しつつ前記選択された表現のダウンロードを開始し、
前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超え
ていないと判定したことに応答して、前記現在のセグメントを前記現在の表現でダウンロ
ードしつつ、同時に前記現在のセグメントのプレイアウトを前記選択された表現に切り替
えるための手段とをさらに備える、請求項15に記載のレシーバデバイス。
【請求項２２】
　レシーバデバイスプロセッサに動作を実行させるように構成されたプロセッサ実行可能
命令が記憶された非一時的プロセッサ可読記憶媒体であって、前記動作は、
　現在の表現でのコンテンツの現在のセグメントの別の表現を選択することと、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが切替え状況に基づくコストしきい値を超
えているかどうかを判定することと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
現在のセグメントの進行中のダウンロードを継続することとを含む非一時的プロセッサ可
読記憶媒体。
【請求項２３】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中にプレイアウト停止の保
留状態が生じるときにそれを認識することをさらに含む動作を実行させるように構成され
、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、
　前記切替え状況に基づく前記コストしきい値が、前記プレイアウト停止の保留状態に基
づく時間コストしきい値を含むように動作を実行させるように構成され、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることは、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消すコス
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トを求めることと、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードするコストを求めることと
、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードする前記コストと前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消す前記コストとの
和に基づく総時間コストを算出することと、
　前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超えているかどうかを判定することとを
含む、請求項22に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項２４】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることが、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えることを含み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続することが、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を
超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することを含むよ
うに動作を実行させるように構成される、請求項23に記載の非一時的プロセッサ可読記憶
媒体。
【請求項２５】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに動作を実行
させるように構成され、前記動作は
　前記切替え状況に基づく複数のコストしきい値を求めることと、
　前記複数のコストしきい値においてまだ選択されていないコストしきい値を選択するこ
とと、
　前記選択されたコストしきい値に基づいて前記選択された表現に切り替えるコストを求
めることであって、前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超え
ているかどうかを判定することは、前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選
択されたコストしきい値を超えているかどうかを判定することを含むことと、
　前記選択された表現に切り替えるコストが前記選択されたコストしきい値を超えていな
いと判定したことに応答して前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現に関
して評価されたかどうかを判定することと、
　前記複数のコストしきい値の各々において、前記選択された表現に関して評価されてい
ないコストしきい値があると判定したことに応答して、前記複数のコストしきい値におい
てまだ選択されていないコストしきい値を選択することとをさらに含み、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、切替えの
前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前記選択され
た表現に切り替えることが、前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現に関
して評価されたと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えることを含むよ
うに動作を実行させるように構成される、請求項22に記載の非一時的プロセッサ可読記憶
媒体。
【請求項２６】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに動作を実行
させるように構成され、前記動作は、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも低いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成することであって、前記記憶されたプロセッ
サ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、前記現在のセグメントの別の表現を
選択することが、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することを含むように動
作を実行させるように構成されることと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す



(10) JP 2016-541213 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

ることと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することと、
　表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して、前記進
行中のダウンロードを継続することとをさらに含む、請求項22に記載の非一時的プロセッ
サ可読記憶媒体。
【請求項２７】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに動作を実行
させるように構成され、前記動作は
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に前記レシー
バデバイスプロセッサが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況を認
識することと、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも高いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成することであって、前記記憶されたプロセッ
サ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、前記現在のセグメントの別の表現を
選択することが、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することを含むように動
作を実行させるように構成されることと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
ることと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することとをさらに含み、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、切替えの前記コストが前記コストしきい値
を超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することが、表
現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して前記進行中の
ダウンロードを継続することを含むように動作を実行させるように構成される、請求項22
に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項２８】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、前記現在のセグメントの前記現在の表現で
の前記進行中のダウンロード中に帯域幅が急激に増大することを特徴とする切替え状況を
認識することをさらに含む動作を実行させるように構成され、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることが、前記現在のセグメントを前記
現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めることを含
み、
　前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超えているかどうかを
判定することが、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コス
トしきい値を超えているかどうかを判定することを含むように動作を実行させるように構
成され、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに動作を実行
させるように構成され、前記動作は
　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することと、
　前記進行中のダウンロードを継続しつつ前記選択された表現のダウンロードを開始し、
前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超え
ていないと判定したことに応答して、前記現在のセグメントを前記現在の表現でダウンロ
ードしつつ、同時に前記現在のセグメントのプレイアウトを前記選択された表現に切り替
えることとをさらに含む、請求項22に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
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【０００１】
　「ハイパーテキスト転送プロトコル」(「HTTP」)は現在、インターネットを介してビデ
オ、ピクチャ、テキストなどのコンテンツを配信する方法として普及している。ストリー
ミングビデオファイルなどの多くの現在のアプリケーションでは、コンテンツの順次セグ
メントを求めるレシーバデバイスからHTTPサーバへの反復的な要求によってコンテンツが
漸進的に利用可能になる。セグメントの利用可能性は、各々の連続するセグメントがHTTP
サーバにおいていつ利用可能になるかを示すタイムラインに従う。
【０００２】
　Dynamic Adaptive Streaming Over Hypertext Transfer Protocol(「DASH」)は、HTTP
ストリーミングを実装する規格である。DASHは、メディアプレゼンテーション記述(「MPD
」)においてレシーバデバイスに送信されるセグメントの利用可能性を知らせる。MPDは、
DASHメディアプレゼンテーションに関連するメディアコンポーネントを記述し、セグメン
ト、セグメントが利用可能である時間、およびセグメントのサイズを知らせるセグメント
利用可能性タイムラインを示す。
【０００３】
　現在、レシーバデバイスは、コンテンツの現在のセグメントを再生しつつコンテンツプ
ロバイダにコンテンツの次のセグメントを継続的に要求することによってコンテンツのス
トリームをレンダリングする場合がある。レシーバデバイス上で実行されるDASH対応アプ
リケーション/クライアントは、コンテンツをレンダリングするのに必要なセグメントを
収集するために、MPDにおいて識別される次のセグメントを要求するためのHTTP要求をHTT
Pサーバに送信する。HTTPサーバは、要求されたセグメントによって応答するか、またはD
ASHクライアントがセグメントを求める以後のHTTP要求を送信すべきである別のユニフォ
ームリソースロケータ(「URL」)を示すHTTPリダイレクトメッセージによって応答する。
【０００４】
　DASHはまた、各セグメントの複数の表現(たとえば、ビデオ品質バージョン)を利用でき
るようにするのを可能にする。たとえば、あるサーバ上(たとえば、URL)のセグメントの
高ビットレート/品質バージョンおよび別のサーバ上の同じセグメントの低ビットレート/
品質バージョンをホスティングすることによって、各セグメントの複数の表現が利用可能
にされてもよい。DASHアプリケーション/クライアントは次いで、セグメントの高ビット
レート/品質バージョン(たとえば、受信帯域幅が高いとき)または低ビットレート/品質バ
ージョン(たとえば、受信帯域幅が低いとき)のいずれかを検索し、いずれかのバージョン
をレンダリングしてもよい。レシーバデバイスは、帯域幅が非常に高い場合、高品質表現
と低品質表現の両方をダウンロードしてもよい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　様々な実施形態は、レシーバデバイスのリソースの変化に関係する1つまたは複数の性
能目標および/または最適化を実現するために、レシーバデバイスのリソースの変化を考
慮して、現在のセグメントを現在の表現でダウンロードすることを取り消すかまたは放棄
し、現在のセグメントの異なる表現でのダウンロードを再開することをいつ行うかを判定
するための、レシーバデバイス上でDASHクライアントを実行するプロセッサによって実施
される方法を提供する。様々な実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセ
グメントの進行中のダウンロード中に表現を切り替えることがレシーバデバイスの性能に
便益をもたらすかどうかを判定するための費用対効果分析を実行してもよく、レシーバデ
バイスプロセッサは、表現を切り替えるとレシーバデバイスの性能が向上すると判定した
ことに応答して表現を切り替えてもよい。
【０００６】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替えるかどうかを判定す
る前にレシーバデバイス上で切替え状況が発生したことを認識する場合がある。一実施形
態では、レシーバデバイスの利用可能なリソース(たとえば、帯域幅、バッテリー電力な
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ど)の変化が現在のセグメントダウンロード中において1つまたは複数の性能目標に影響を
与えているか、あるいは影響を与えることになるときに切替え状況が生じる場合があり、
切替え状況は、1つまたは複数の性能目標を満たすために現在のセグメントの現在の表現
でのダウンロードを取り消して現在のセグメントの異なる表現のダウンロードを再開する
ことが必要になる場合がある機会を表すことがある。
【０００７】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、切替え状況を認識したことに応答し
て、現在のセグメントのダウンロード中に表現を切り替えると1つまたは複数の性能目標
が実現されるかまたはレシーバデバイス上で所望の性能が得られるかどうかを判定するた
めに費用対効果分析を実行してもよい。さらなる実施形態では、レシーバデバイスプロセ
ッサは、現在のセグメントの進行中のダウンロードを放棄するのに必要な時間および現在
のセグメント全体を新しい表現でそのサーバからダウンロードするための時間など、1つ
または複数の性能目標(たとえば、1つまたは複数のコストしきい値)を実現するのに必要
な最低条件を求めるかまたは算出してもよい。
【０００８】
　別の実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替えることが1つまた
は複数の性能目標を実現するための望ましい方式であるかどうかを判定するために表現を
切り替えることのコストをコストしきい値と比較してもよく、レシーバデバイスプロセッ
サは、切替えの便益がコストを超えると判定したとき(たとえば、算出されたコストがコ
ストしきい値を超えていないとき)にのみ現在のセグメント要求を取り消して現在のセグ
メントの別の表現に切り替えればよい。場合によっては、コストがコストしきい値を超え
るとき、レシーバデバイスプロセッサは何も措置を講じず、進行中のダウンロードを継続
してもよい。
【０００９】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付図面は、本発明の例示的な実施
形態を例示し、上記の一般的な説明および以下の詳細な説明と共に、本発明の特徴を説明
するのに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】様々な実施形態とともに使用するのに適したネットワークの通信システムのブロ
ック図である。
【図２】プレイアウト停止の保留状態を認識したことに応答して次のセグメントのより低
いビットレートを有する表現でのダウンロードを要求するための代表的な方法を示すプロ
セスフロー図である。
【図３】現在のセグメントの別の表現に切り替えるコストがコストしきい値を超えていな
いときに現在のセグメントの別の表現に切り替えるための方法実施形態を示すプロセスフ
ロー図である。
【図４】現在のセグメントの最低コスト表現に切り替えるコストがコストしきい値を超え
ているかどうかを判定するための方法実施形態を示すプロセスフロー図である。
【図５】現在のセグメントの利用可能性の最も高い表現に切り替えるための方法実施形態
を示すプロセスフロー図である。
【図６】表現を切り替えるのに必要な動作を示すタイムライン図である。
【図７】プレイアウト停止の保留状態を回避するために表現を切り替えるための一実施形
態の方法を示すプロセスフロー図である。
【図８】ある表現に切り替えるコストが1つまたは複数の性能目標および/または最適化に
関連する1つまたは複数のコストしきい値を超えていないときにその表現に切り替えるた
めの方法実施形態を示すプロセスフロー図である。
【図９】レシーバデバイスが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況
を認識したことに応答して表現を切り替えるかどうかを判定するための方法実施形態を示
すプロセスフロー図である。
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【図１０】帯域幅が急激に広くなったことに応答して現在のセグメントを現在の表現およ
びより高いビットレートを有する表現で同時にダウンロードするかどうかを判定するため
の方法実施形態を示すプロセスフロー図である。
【図１１】様々な実施形態とともに使用するのに適した例示的なレシーバデバイスの構成
要素図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　様々な実施形態について、添付図面の参照とともに詳細に説明する。可能な限り、同じ
参照番号が、同じまたは同様の部分を指すために、図面全体を通して使用される。特定の
例および実施態様になされる参照は例示目的のためであり、本発明の範囲または特許請求
の範囲を限定するものではない。
【００１２】
　本明細書で使用される場合、「レシーバデバイス」という用語は、携帯電話、スマート
フォン、個人用マルチメディアプレーヤーまたはモバイルマルチメディアプレーヤー、携
帯情報端末(PDA)、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、スマートブッ
ク、パームトップコンピュータ、ワイヤレス電子メール受信機、マルチメディアインター
ネット対応携帯電話、ワイヤレスゲームコントローラ、パーソナルコンピュータ、テレビ
ジョンセットトップボックス、テレビジョン、ケーブルテレビジョン受像機、ならびにメ
ディアコンテンツを表示するためのプログラム可能なプロセッサおよびメモリおよび回路
を含む同様の個人用電子デバイスのうちのいずれか1つまたはすべてを指す。
【００１３】
　本明細書で使用する「表現を切り替える」という用語は、現在のセグメントの第1の表
現でのダウンロードを取り消して現在のセグメントの第2の表現でのダウンロードを再開
するプロセスを指す。
【００１４】
　それぞれに異なるアプリケーション/クライアント、ミドルウェア、セグメント利用可
能性タイムライン、無線技術、および転送プロトコルの様々な例、特に、DASHクライアン
ト、MPD、およびHTTPについて本明細書で説明する。DASHクライアント、MPD、およびHTTP
の説明は、様々な実施形態の態様をより良好に示すための例としてのみ与えられ、いかな
る方法でも様々な実施形態を限定することは意図されない。他のアプリケーション/クラ
イアント、ミドルウェア、セグメント利用可能性タイムライン、無線技術、および転送プ
ロトコルが、様々な実施形態とともに使用されてもよく、他のアプリケーション/クライ
アント、ミドルウェア、セグメント利用可能性タイムライン、無線技術、および転送プロ
トコルが、本発明の趣旨または範囲から逸脱することなく、様々な例において置換されて
もよい。
【００１５】
　DASHクライアントは一般に、一度に3つの異なるセグメント、すなわち、プレイバック
バッファからプレイアウトされているセグメント、現在HTTPサーバからダウンロードして
いるセグメント、および次にダウンロードを要求すべきセグメントに対処する。本明細書
で使用する「現在のセグメント」という用語は、現在ダウンロードされプレイバックバッ
ファに記憶されているセグメントを指す。一般に、現在のダウンロードセグメントは、次
に再生されるセグメントまたは以後のある時点で再生されるセグメントのように後で再生
される。部分的にダウンロードされたセグメントの再生をサポートするメディアアプリケ
ーションシステムを有するレシーバデバイスでは、メディアセグメントが、プレイバック
バッファにおけるセグメントのすでにダウンロードされた部分へのアクセスが、セグメン
トの残りが受信され記憶されるのと同時に開始する場合があるので、現在のセグメント(
すなわち、ダウンロードされ記憶されているセグメント)は、ダウンロードが完了する前
に再生が開始する場合がある。
【００１６】
　レシーバデバイスは、コンテンツ(たとえば、ビデオ)をストリーミングしている間、様
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々な理由で利用可能な帯域幅が変動することがある。レシーバデバイス上で実行されるDA
SHクライアントは一般に、DASHクライアントがストリーミングコンテンツの次のセグメン
トを要求したときに現在の利用可能な帯域幅に基づいてストリーミングコンテンツの様々
な表現から次にダウンロードするセグメントの表現を選択することによって帯域幅の変動
に対処する。たとえば、クライアントデバイスは、利用可能な帯域幅の縮小を認識したこ
とに応答してストリーミングコンテンツの次のセグメントのより低いビットレートのバー
ジョンを要求してもよい。各セグメントの適切なバージョンのこのような選択は、そのセ
グメントをダウンロードするのにかかる時間とそのセグメントの再生を開始するまでの残
り時間(または再生中のセグメントの残りの再生時間)との比較に基づいて行われてもよく
、一方、各セグメントをダウンロードするための時間は、セグメントにおいてダウンロー
ドすべきデータの量を現在の帯域幅によってサポートされる推定されるビットレートで除
した値に基づいて推定されてもよい。したがって、DASHクライアントは現在、コンテンツ
の次のセグメントに関するビットレート表現を変更することしかできない。本明細書で説
明するように、次にダウンロードすべきセグメントの別の表現を選択するプロセスを「メ
インレート選択アルゴリズム」と呼ぶ。
【００１７】
　場合によっては、DASHクライアントが現在のセグメントを特定のビットレートでダウン
ロードしている間に、現在のセグメントの完全なダウンロードを現在のセグメントの再生
を開始する予定時間よりも前に完遂できないほど、利用可能な帯域幅が著しく狭くなる。
この状態が生じると、帯域幅の縮小を考慮すると現在のセグメントのダウンロードが間に
合わないのでビデオ再生が停止する。現在の実装形態では、DASHクライアントは、現在の
帯域幅(ダウンロードビットレート)、HTTPサーバから受信すべき現在のセグメントのデー
タの量、および現在のセグメントが開始する予定時間までの残り時間の推定に基づいて、
再生の停止が生じる可能性があるときにそれを予測することができる。しかし、DASHクラ
イアントは、上述のようにメインレート選択アルゴリズムを使用しない限り再生問題を解
決することができない。したがって、DASHクライアントが最終的に、より低いビットレー
トを有する表現に切り替えることによって再生停止を解決する場合があるにもかかわらず
、その時点までにユーザにおける性能が低下している(たとえば、再生停止)場合がある。
したがって、ユーザにとって、現在のセグメントダウンロード中に生じる帯域幅の急激な
縮小に対処する方法が有利である場合がある。
【００１８】
　概して、様々な実施形態は、レシーバデバイスのリソース(たとえば、帯域幅、バッテ
リー電力など)の変化に関係する1つまたは複数の性能目標および/または最適化を実現す
るために、レシーバデバイスのリソースの変化を考慮して、現在のセグメントを現在の表
現でダウンロードすることを取り消すかまたは放棄し、現在のセグメントの異なる表現で
のダウンロードを再開することをいつ行うかを判定するための、レシーバデバイス上でDA
SHクライアントを実行するプロセッサによって実施される方法を提供する。様々な実施形
態では、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの進行中のダウンロード中に
表現を切り替えることがレシーバデバイスの性能に便益をもたらすかどうかを判定するた
めの費用対効果分析を実行してもよく、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替え
るとレシーバデバイスの性能が向上すると判定したことに応答して表現を切り替えてもよ
い。
【００１９】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替えるかどうかを判定す
る前にレシーバデバイス上で切替え状況が発生したことを認識する場合がある。一実施形
態では、レシーバデバイスの利用可能なリソース(たとえば、帯域幅、バッテリー電力な
ど)の変化が現在のセグメントダウンロード中に1つまたは複数の性能目標に影響を与えて
いるか、あるいは影響を与えることになるときに切替え状況が生じる場合がある。例示的
な性能目標には、特定の電力消費率を維持すること、プレイアウトに関するターゲットビ
ットレートを確保すること、データ使用量を制限すること、および円滑なプレイアウトを
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実現すること(たとえば、プレイアウト停止を回避すること)が含まれる。詳細には、切替
え状況は、1つまたは複数の性能目標を満たすために現在のセグメントの現在の表現での
ダウンロードを取り消して現在のセグメントの異なる表現のダウンロードを再開すること
が必要になる場合がある機会を表すことがある。たとえば、帯域幅が狭くなると、現在の
セグメントがプレイアウトされる予定時間よりも前にレシーバデバイスが現在のビットレ
ート表現を有する現在のセグメントのダウンロードを完了することができなくなるので、
帯域幅が急激に狭くなったためにプレイアウト停止が生じるであろうことをレシーバデバ
イスプロセッサが認識したときに切替え状況が生じる場合がある。
【００２０】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、切替え状況を認識したことに応答し
て、現在のセグメントのダウンロード中に表現を切り替えると1つまたは複数の性能目標
が実現されるかまたはレシーバデバイス上で所望の性能が得られるかどうかを判定するた
めに費用対効果分析を実行してもよい。さらなる実施形態では、レシーバデバイスプロセ
ッサは、1つまたは複数の性能目標(たとえば、コストしきい値)を実現するのに必要な最
低条件を求めるかまたは算出してもよい。たとえば、円滑な再生を実現するためのコスト
しきい値は、プレイアウト停止が生じるまでの時間に換算してもよく、プレイアウト停止
を防止する円滑な再生の目標を実現するには、表現を切り替えるのに必要な時間がプレイ
アウト停止が生じることが予期される時点までの時間を超えないことが必要である。以下
の説明および特許請求の範囲では、「コスト」の参照は、バッテリー電力消費量および以
下に説明するような様々なタスクを完遂するための時間を含む、金銭に関係しない様々な
因子を包含するものである。
【００２１】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、実現すべき1つまたは複数の性能目
標に基づいて表現の切替えに関連する様々なコストを算出してもよい。性能目標がプレイ
アウトを円滑に行うことである例では、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替え
ることに関連するコストを、(TCP/IP接続を閉じて新しい接続を開くことを伴う場合があ
る)現在のセグメントの進行中のダウンロードを放棄するのに必要な時間、別の表現を求
める要求をHTTPサーバに伝送するのに必要な時間、およびHTTPサーバから新しい表現にお
ける現在のセグメント全体をダウンロードするための時間などの、表現を切り替えるのに
必要な時間に換算して算出してもよい。様々な実施形態では、レシーバデバイスプロセッ
サは、同じくまたは代替的に、コストを、表現を切り替えるのに必要な電力、プレイアウ
トの平均ビットレートに対する効果、または様々な他の性能目標もしくは最適化に対する
影響に換算して求めてもよい。
【００２２】
　別の実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替えることが1つまた
は複数の性能目標を実現するうえで望ましい方式であるかどうかを判定するために表現を
切り替えるコストを所定のコストしきい値と比較してもよい。レシーバデバイスプロセッ
サは、切替え状況が検出されるたびに表現を切り替えると、多くの場合、何の措置を講じ
ない場合よりもユーザエクスペリエンスが悪化することがあるので、表現を切り替える前
に費用対効果分析を実行してもよい。したがって、レシーバデバイスプロセッサは、切替
えの便益がコストを超えると判定したとき(たとえば、算出されたコストがコストしきい
値を超えていないとき)にのみ現在のセグメント要求を取り消して現在のセグメントの別
の表現に切り替えればよい。そうでない場合、コストがコストしきい値を超えているとき
には、レシーバデバイスプロセッサは、さらなる措置を講じなくてもよく、上述のように
メインレート選択アルゴリズムを実行することなどによって、通常通りに動作してもよい
。
【００２３】
　さらなる実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、レシーバデバイスプロセッサ
がメインレート選択アルゴリズムを実行する能力に干渉せずに表現を切り替える場合があ
る。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントダウンロード中
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に表現を切り替えるかどうかを判定する際に、メインレート選択アルゴリズムを実行する
ときと同じ情報源を使用してもよい。この実施形態は、レシーバデバイスプロセッサが現
在のセグメントのダウンロード中に表現を切り替え、次いで次のセグメントを選択するた
めにメインレート選択アルゴリズムを実行する間に表現を元に戻す「ピンポン」状況を回
避する場合がある。
【００２４】
　図1は、様々な実施形態とともに使用するのに適したワイヤレスネットワークシステム1
00を示す。通信ネットワークシステム100は、レシーバデバイス102、1つまたは複数のセ
ルラータワーまたは基地局104、1つまたは複数のワイヤレスアクセスポイント114、1つま
たは複数のルータ109、ならびに、インターネット110に接続されたサーバ108および112の
ような、複数のデバイスを含んでもよい。レシーバデバイス102は、CDMA、TDMA、GSM（登
録商標）、PCS、3G、4G、LTE、または任意の他のタイプの接続を含む、1つまたは複数の
セルラー接続106を介して、セルラータワーまたは基地局104とデータを交換してもよい。
セルラータワーまたは基地局104は、インターネット110に接続してもよいルータ(図示せ
ず)と通信してもよい。レシーバデバイス102は、Wi-Fi(登録商標)または任意の他のタイ
プの接続を含む、1つまたは複数の接続118を介して、ワイヤレスアクセスポイント114と
データを交換してもよい。ワイヤレスアクセスポイント114は、インターネット110に接続
してもよいルータ(図示せず)と通信してもよい。レシーバデバイス102は、インターネッ
ト110に接続する場合があるルータ109との1つまたは複数の有線接続117を介してデータを
交換してもよい。このようにして、セルラータワーもしくは基地局104、ワイヤレスアク
セスポイント114、ルータ109、および/またはインターネット110との接続を介して、レシ
ーバデバイス102とサーバ108および112との間でデータが交換されてもよい。一実施形態
では、サーバ108は、DASHクライアントを介して出力されるメディアを生成するコンテン
ツプロバイダサーバおよび/またはエンコーダであってもよい。一実施形態では、サーバ1
08は、カメラなどのメディアキャプチャデバイス116からメディアを受信してもよい。一
実施形態では、サーバ112は、コンテンツサーバまたはエンコーダからメディア出力を受
信しレシーバデバイス102へのメディアのプロビジョニングを制御する場合があるメディ
アサーバであってもよい。
【００２５】
　図2は、プレイアウト停止が検出されたときに次のセグメントを異なる表現でダウンロ
ードするためにレシーバデバイス上でDASHクライアントを実行するプロセッサによって実
施されてもよい従来の方法200を示す。方法200の各動作は、現在実施されているようなメ
インレート選択アルゴリズムの動作を示す。
【００２６】
　ブロック202において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの現在の表
現でのダウンロードを開始してもよい。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、いつ
どのURL/アドレスにおける特定のメディアセグメントをダウンロードできるかを判定する
ためにHTTPサーバから受信されるMPDを参照してもよい。レシーバデバイスプロセッサは
、ロケーション(たとえば、メディアセグメントのロケーションを示すURL)を判定した後
、所与の表現(たとえば、512kビット)での特定のメディアセグメントを求めるHTTP要求を
送信してもよい。レシーバデバイスプロセッサは次いで、特定のメディアセグメント(た
とえば、現在のセグメント)に関するデータパケットをHTTPサーバから受信することを開
始してもよい。
【００２７】
　ブロック204において、レシーバデバイスプロセッサは、現在の表現において現在のセ
グメントのダウンロードがいつ終了するかを推定してもよい。レシーバデバイスプロセッ
サは、現在のセグメントのダウンロードの様々な態様に関する情報を収集してもよい。た
とえば、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントのダウンロードの開始時間お
よび終了時間ならびに現在のセグメントの公称表現ビットレートをMPDから求めてもよい
。レシーバデバイスプロセッサは、レシーバデバイスとHTTPサーバとの間の推定往復時間
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(たとえば、RTT)を求めてもよい。レシーバデバイスプロセッサは、現在の推定帯域幅と
往復時間の積として算出される場合がある帯域幅-遅延積を求めてもよい。レシーバデバ
イスプロセッサは、あらゆるアクティブTCP接続(たとえば、進行中のデータ転送を有する
と見なされるアクティブTCP接続)からすべてのレシーバ-バッファサイズの総計を求めて
もよい。レシーバデバイスプロセッサは、メディアプレゼンテーションの現在の再生時間
、すでにダウンロードされた現在のセグメント中のバイト数、および現在のセグメントが
属する適応セットの相対重み(たとえば、0と1との間の値)を求めてもよい。
【００２８】
　したがって、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントがいつダウンロードを
終了するかを推定するためにレシーバデバイス上で得られる情報(たとえば、上述の情報
など)を使用してもよい。
【００２９】
　ブロック206において、レシーバデバイスプロセッサは、推定に基づいてプレイアウト
停止の保留状態を認識する場合がある。停止する傾向を予測する際、セグメントが部分的
にダウンロードされたときにセグメントの再生を開始することが可能であってもよく、再
生がセグメントの終了位置に達する前にセグメントが完全にダウンロードされる限り停止
が生じない場合もある。したがって、プレイアウトに利用できると推定されるバイト数が
プレイアウト停止を回避するのに必要なバイト数よりも少ないとき、レシーバデバイスプ
ロセッサは、プレイアウト停止が保留中であると判定してもよい。
【００３０】
　プレイアウト停止の保留状態が認識されたときには、レシーバデバイスプロセッサは、
ブロック208において、次のセグメントの、より低いビットレートの表現でのダウンロー
ドを要求してもよい。言い換えれば、現在の方式では、プレイアウト停止の保留状態を認
識する場合があるが、上述のメインレート選択アルゴリズムに基づいて次のダウンロード
セグメントのより低いビットレートの表現を要求することによって狭帯域幅/プレイアウ
ト停止の問題を解決するために待機してもよい。
【００３１】
　メインレート選択アルゴリズムが将来狭帯域幅によって生じる問題(プレイアウト停止
など)を解決する場合があるが、従来のメインレート選択アルゴリズムおよびその他の現
在の方式は、現在のセグメントの現在の表現でのダウンロードを取り消して現在のセグメ
ントをより低いビットレートで再ダウンロードすることによってプレイアウト停止の保留
状態を回避できるかどうかを判定しない。さらに、現在のメインレート選択アルゴリズム
およびその他の現在の解決策は、現在のセグメントのダウンロード中に表現を切り替える
ことによって他の性能目標または最適化が実現される可能性があるかどうかを判定するた
めの機構を含まない。
【００３２】
　図3は、レシーバデバイスの性能を向上させるために、現在のセグメントの表現を切り
替えるべきかどうかを判定するために費用対効果分析を実行するためのDASHクライアント
を実行するレシーバデバイス上のプロセッサによって実施されてもよい方法実施形態300
を示す。特に、方法実施形態300は、プロセッサが現在のセグメントを異なる表現でダウ
ンロードすることによって現在のダウンロードを取り消してもう一度やり直すべきかどう
かを判定するのを可能にする。
【００３３】
　ブロック302において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの現在の表
現でのダウンロード中に切替え状況を認識する場合がある。上述のように、レシーバデバ
イスのプロセッサが、現在の動作が継続した場合に1つまたは複数の性能目標(たとえば、
円滑なプレイアウト、特定の電力消費率、平均ビットレートなど)が損なわれると判定し
たときに、切替え状況が生じる場合がある。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、
図2を参照しながら上記で説明したように現在の帯域幅および現在のセグメントのうちで
まだダウンロードされていない残りのデータの推定に基づいて現在のセグメントのダウン
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ロードが終了する前にプレイアウト停止が生じることを検出してもよい。
【００３４】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、レシーバデバイスが利用できる動作
またはリソースの特定の変化を検出したことに応答してブロック302において切替え状況
を認識する場合がある。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、セグメントをダウン
ロードするのに利用できる帯域幅の増減を検出してもよく、応じてレシーバデバイスプロ
セッサは、1つもしくは複数の性能目標または最適化が帯域幅の増減の影響を受ける場合
があるかどうかを判定してもよい。別の例では、レシーバデバイスプロセッサは、レシー
バデバイスの利用可能なバッテリー寿命が特定のしきい値よりも短くなったことを検出し
てもよく、その場合、レシーバデバイスプロセッサは、1つもしくは複数の性能目標また
は最適化を実現するためにレシーバデバイスのバッテリー充電状態に基づいて現在のセグ
メントを異なる(たとえば、より電力効率の高い)表現でダウンロードすべきであることを
認識する場合がある。したがって、一実施形態では、ブロック302において認識される切
替え状況は、レシーバデバイスの動作または利用可能なリソースの変化がレシーバデバイ
スの1つもしくは複数の性能目標または最適化にどのような影響を与えるかに基づく状況
であってもよい。
【００３５】
　ブロック304において、レシーバデバイスプロセッサは、切替え状況に基づくコストし
きい値を求めてもよい。一実施形態では、コストしきい値は、現在のセグメントのダウン
ロード中に表現を切り替えることの1つまたは複数の基礎的な性能目標(たとえば、円滑な
再生または特定のエネルギー消費量を実現する)の実現を妨げるか、あるいは場合によっ
ては現在のセグメントのダウンロード中に別の表現に切り替えることを望ましくないもの
にする条件または基準であってもよい。
【００３６】
　一実施形態では、プロセッサは、切替え状況に関係する性能目標および/または最適化
に基づくコストしきい値を求めてもよい。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、帯
域幅の急激な縮小を考慮して円滑なプレイアウトを実現するために表現を切り替えること
が必要になる場合があることを認識したときに、現在のダウンロードを取り消して現在の
セグメントを異なる表現でダウンロードするのにどのくらいの時間が利用できるかに基づ
くコストしきい値を算出してもよい。さらなる一例では、バッファに記憶されたコンテン
ツにおいて、現在のセグメントがプレイアウトされる予定時間よりも前にレシーバデバイ
スにおいて再生できるコンテンツが3秒分であるとき、コストしきい値は3秒であってもよ
い。
【００３７】
　より高度な実施形態では、ブロック304において検討されるコストしきい値は、レシー
バデバイスが現在のセグメントの異なる表現の受信を開始するまでの最大時間およびプレ
イアウト停止を回避するために現在のセグメントの異なる表現のダウンロードが終了して
おかなければならない時間などの、複数の部分および/または条件を含んでもよい。その
ような例において、コストしきい値では、現在のセグメントの異なる表現でのダウンロー
ドの開始に3秒を見込み、ダウンロードの完了に2秒を見込んでもよい。
【００３８】
　性能目標がプレイアウトの特定の平均品質を維持することである実施形態では、コスト
しきい値は特定の平均ビットレートであってもよい。たとえば、現在のセグメントの最低
ビットレート表現に切り替えると、ダウンロード時間が短縮され、総電力消費量が低下す
る場合があるが、表現を切り替えた後のプレイアウトビットレートが許容される/望まし
い最低平均ビットレートよりも低くなる可能性があるほどに再生の品質を低下させる場合
もある。
【００３９】
　さらなる実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、ブロック304において、性能
目標および/または最適化を表すのに複数のコストしきい値を利用してもよい。言い換え
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れば、レシーバデバイスプロセッサは、レシーバデバイス上で関与することになる複数の
性能/品質規格に対処してもよい。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切
り替える前に(たとえば、基本的に現在のセグメントを2度ダウンロードする前に)、(たと
えば、円滑な再生に関する性能目標に関して)プレイアウト停止の保留状態を解消するの
に利用できる時間およびレシーバデバイスが表現を切り替えるのに消費する場合がある最
大電力量を求めてもよい。複数のコストしきい値を求めるための動作について、図8を参
照しながら以下でさらに説明する。
【００４０】
　さらなる実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替えるのに必要な
予測できない追加コストを考慮するために1つまたは複数のコストしきい値を控えめに求
めてもよい。たとえば、プロセッサは、サーバに接続するのに失敗することなどの不測の
遅延を考慮するために時間コストしきい値に追加時間(たとえば、「緩衝作用」)を追加し
てもよい。したがって、ブロック304において検討されたコストしきい値は、時間および
表現を切り替えるのに必要なその他のリソースの理想的な評価値ならびに不測の追加コス
トに関する調整値を含んでもよい。
【００４１】
　ブロック305において、レシーバデバイスプロセッサは、切替え状況の特性に基づいて
現在のセグメントの別の表現を選択してもよい。たとえば、レシーバデバイスプロセッサ
は、現在ダウンロードしているセグメントが現在の帯域幅ではサポートできないビットレ
ートであることに起因してプレイアウト停止が予測されるときには、現在のセグメントに
利用できるより低いビットレートまたは最低ビットレートを有する表現を選択してもよい
。別の例として、レシーバデバイスプロセッサは、帯域幅が急激に広くなったことが検出
されたときには現在のセグメントに利用できるより高いビットレートまたは最高ビットレ
ートを有する表現を選択してもよい。
【００４２】
　ブロック306において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のダウンロードを取り消
すことと選択された表現の現在のセグメントのダウンロードを再開することとを含む、現
在のセグメントのダウンロードのための選択された表現に切り替えるコストを求めてもよ
い。現在のセグメントの現在の表現でのダウンロードを取り消して現在のセグメントを選
択された表現で再ダウンロードするプロセスでは、特定の時間がかかり、レシーバデバイ
スがタスクを実現するにはリソース(たとえば、追加の電力)を費やす必要がある。たとえ
ば、切替えのコストは、1つのTCPセッションをティアダウンして新しいTCPセッションを
確立するための時間に、現在のセグメント全体を選択された表現でダウンロードするため
の時間を加えた時間を含む、表現の切替えを実施するのに必要な時間を含んでもよい。そ
の理由として、レシーバデバイスプロセッサが現在のセグメントにおいてすでに受信され
たあらゆる部分を破棄する。さらなるコストには、現在レシーバデバイスに送信されてい
るレシーバデバイスへの最初に要求された表現のデータ(たとえば、「インフライト」バ
イト)を受信し破棄するのに必要な追加時間を含めてもよい。表現を切り替えるコストを
時間に換算して求めることについて、図7を参照しながら以下でさらに説明する。
【００４３】
　他の例では、表現を切り替えるコストは、電力消費量および平均ビットレートの観点か
ら、様々な他の性能目標および/または最適化に関して算出されてもよい。
【００４４】
　レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメント表現を切り替えるコストを求める際
、算出される総コストに追加の「緩衝作用」を含めてもよい。たとえば、表現を切り替え
るのに必要な総時間を推定する際、不測の遅延または追加の処理時間を考慮するために1
つまたは複数の個々のコスト(たとえば、レシーバデバイスからHTTPサーバに送信されHTT
Pサーバからレシーバデバイスに送り返されるメッセージの往復時間)を水増しさせてもよ
い。別の実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、ブロック304を参照しながら上
記で説明したようにコストしきい値を水増しすることに加えてまたはその代わりに総算出
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コストにこの「緩衝作用」を含めてもよい。
【００４５】
　判定ブロック308において、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替
えるコストが1つまたは複数のコストしきい値を超えているかどうかを判定してもよい。
言い換えれば、レシーバデバイスプロセッサは、セグメントの別の表現に直ちに切り替え
ることが、何らかの再生停止または生じることが予測されるその他の影響を含む現在選択
されている表現を継続することよりも適切なオプションであるかどうかを評価してもよい
。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、低バッテリー状態に入ることを考慮して、
表現を切り替えるのに必要な電力が与えられる場合により低いビットレートを有する表現
に切り替えることがレシーバデバイスに便益をもたらすかどうかを判定してもよい。別の
例として、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替えるのに必要な時間がプレイア
ウト停止の保留状態が生じるまでの時間を超えているかどうかおよび表現を切り替えるの
に必要な電力の量が電力しきい値よりも少ないかどうかを判定してもよい。そのような実
施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替えることは、表現を切り替え
るコストが1つまたは複数のコストしきい値のいずれかを超えているときには適切ではな
いと判定してもよい。表現を切り替えるコストが1つまたは複数のコストしきい値を超え
ているかどうかを判定するプロセスについて、図8を参照しながら以下でさらに説明する
。
【００４６】
　レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの別の表現に切り替えるコストがコ
ストしきい値を超えていないと判定したときには(すなわち、判定ブロック308=「No」)、
ブロック310において、現在のセグメントの現在の表現での進行中のダウンロードを取り
消すかまたは放棄し、現在のセグメントの選択された表現でのダウンロードを要求するプ
ロセスを開始することなどによって、選択された表現に切り替えてもよい。
【００４７】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサの切り替え先の表現は、切替えの求めら
れたコストおよび1つまたは複数のコストしきい値と整合してもよい。したがって、この
実施形態では、ブロック305における別の表現の選択は、ブロック306において切替えのコ
ストが求められた後にこのコストに基づいて実行されてもよい。
【００４８】
　さらなる実施形態では、ブロック305において別の表現を選択し、ブロック306において
切替えのコストを求めるプロセスは、破線によって示されるように判定ブロック308にお
いて実行されるコストを許容できるかどうかの判定の後など、反復的に実行されてもよい
。この実施形態では、各プロセスによって、コストしきい値を超えていない最良の表現が
選択されてもよい。たとえば、256kBビットレートが2番目に良いビットレート表現であり
、256kBビットレートに切り替えてもコストしきい値を超えないので、プロセッサは、512
kBビットレート表現から256kBビットレート表現に切り替えてもよい。利用可能な最良の
表現に切り替えることについて、図5および図9を参照しながら以下にさらに説明する。
【００４９】
　レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの別の表現に切り替えるコストがコ
ストしきい値を超えていると判定する(すなわち、判定ブロック308=「Yes」)か、または
プレイアウト停止の保留状態(または別の性能目標に対する影響)を回避する表現が他にな
いと判定したときには、ブロック312において何の措置も講じず進行中のダウンロードを
継続してもよい。この状況では、レシーバデバイスプロセッサは、次のセグメント用の適
切な表現を選択するためにメインレート選択アルゴリズムを実行することによって次のセ
グメントによるセグメントダウンロードに関する問題を解決するために待機してもよい。
たとえば、プロセッサは、再生停止を予測しているにもかかわらず、現在のセグメントの
新しい表現が、ダウンロードされず、予測される再生停止が生じることが予期される時点
までに再生できないときには何も実行しなくてもよい。
【００５０】
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　図4は、受信帯域幅が狭くなったことに起因する切替え状況を認識したことに応答して
最低ビットレートを有する表現に切り替えるかどうかを判定するためにレシーバデバイス
によって実施されてもよい方法実施形態400を示す。方法400の動作は、図3を参照しなが
ら上で説明した方法300の動作の実施形態を実現する。一実施形態では、レシーバデバイ
スプロセッサは、帯域幅の劣化による切替え状況を認識したことを考慮して表現を切り替
えるかどうかを判定するための時間がほとんどないときに方法400の動作を実行してもよ
い。
【００５１】
　レシーバデバイスプロセッサは、ブロック302において、図3を参照しながら上記で説明
したように現在のセグメントの現在の表現でのダウンロード中に切替え状況を認識する場
合がある。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、帯域幅が急激に狭くなったことを
認識するか、あるいはレシーバデバイスが低電力状態に入ったときにそれを認識するか、
あるいはレシーバデバイスの1つもしくは複数の性能目標および/または最適化に影響を与
える場合がある様々な他の事象を認識することがある。
【００５２】
　ブロック304において、レシーバデバイスプロセッサは、上述のように切替え状況およ
び切替え状況に関係する1つもしくは複数の性能目標および/または最適化に基づくコスト
しきい値を求めてもよい。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、帯域幅が急激に狭
くなったことを踏まえて特定の安定した電力消費率を実現するのに表現を切り替えること
が必要になる場合があることを認識することがある。
【００５３】
　ブロック402において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントに利用でき
る最低ビットレートを有する表現を選択してもよい。レシーバデバイスプロセッサは、切
替え状況を認識した後、表現を切り替えることが、1つもしくは複数の性能目標および/ま
たは最適化を実現することなどによって、レシーバデバイスの性能に便益をもたらす可能
性があるかどうかを非常に短時間の間に判定してもよい。そのような状況では、レシーバ
デバイスプロセッサには最適な表現を判定するための時間がなく、したがって、最低ビッ
トレート表現に切り替えることがレシーバデバイスの性能に便益をもたらすかどうかを判
定する時間しかない場合がある。一実施形態では、表現を現在の表現から最低ビットレー
ト表現(たとえば、最低コスト表現)に切り替える場合、最低ビットレート表現では受信す
べきデータ量が最も少なくなり、それによって、他の表現よりも必要な時間が短くなりか
つ必要な受信電力が少なくなるので、必要な時間が最も短くなりならびに/あるいは必要
なリソースが最も少なくなる。
【００５４】
　判定ブロック306において、レシーバデバイスプロセッサは、最低ビットレートを有す
る選択された表現に切り替えるコストを求めてもよい。上記で説明したように、レシーバ
デバイスプロセッサは、認識された切替え状況に関係する特定の性能目標および/または
最適化に応じて、最低コスト表現に切り替えるコストを時間(たとえば、最低コスト表現
に切り替えるにはどのくらい時間がかかるか)、電力(たとえば、最低コスト表現に切り替
えるのにはどのくらいの電力が必要か)、および/または上記で説明したようなその他の因
子に換算して求めてもよい。
【００５５】
　判定ブロック407において、レシーバデバイスプロセッサは、最低ビットレート表現に
切り替えるコストがコストしきい値を超えているかどうかを判定してもよい。図3を参照
しながら上記で説明したように、レシーバデバイスプロセッサは、切替えが、レシーバデ
バイスの性能に便益をもたらすか、あるいはさもなければ1つもしくは複数の性能目標お
よび/または最適化を実現するときにのみ表現を切り替えればよい。一実施形態では、選
択された表現は最低コスト表現であるので、ブロック306において求められたコストは、
別の表現に切り替えるための最低コストを表してもよく、それによって、レシーバデバイ
スプロセッサは、最低ビットレート表現に切り替えるコストがコストしきい値を超えてい
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ると判定した場合、他の表現は最低ビットレート表現以上のコストを有する可能性が高い
ので他の表現に切り替えることから便益を得られない場合がある。
【００５６】
　レシーバデバイスプロセッサは、最低ビットレート表現に切り替えるコストがコストし
きい値を超えていると判定したときには(すなわち、判定ブロック407=「Yes」)、ブロッ
ク312において進行中のダウンロードを継続してもよい。レシーバデバイスプロセッサは
、最低ビットレート表現に切り替えるコストがコストしきい値を超えていないと判定した
ときには(すなわち、判定ブロック407=「No」)、ブロック408において、現在のセグメン
トの現在の表現での進行中のダウンロードを取り消すための取消し要求をサーバに送信し
てもよい。HTTPの場合のように取消し機能がない実施形態では、レシーバデバイスプロセ
ッサは、現在のセグメントの現在の表現でのダウンロードを停止するために単にTCPティ
アダウンを実行してもよい。
【００５７】
　ブロック410において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの最低ビッ
トレート表現のダウンロードを要求してもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロ
セッサは、HTTPサーバとの新しいTCP接続を確立してもよく、現在のセグメントの最低ビ
ットレート表現のダウンロードを要求してもよい。
【００５８】
　図5は、切替え状況を認識したことに応答して1つもしくは複数の性能目標および/また
は最適化を実現する場合がある最高ビットレート表現を判定するためにレシーバデバイス
上で動作するプロセッサによって実施されてもよい方法実施形態500を示す。方法500の動
作は、図3を参照しながら上で説明した方法300の動作の実施形態を実現する。
【００５９】
　ブロック302において、レシーバデバイスプロセッサは、図3を参照しながら上記で説明
したように現在のセグメントの現在の表現でのダウンロード中に切替え状況を認識する場
合がある。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、現在の表現よりも高いかま
たは低いビットレートを有する表現に切り替えることがレシーバデバイスに便益をもたら
す場合があることを切替え状況が示すとき(たとえば、帯域幅が急激に広くなるかまたは
狭くなったとき、レシーバデバイスが低電力状態に入ったとき、レシーバデバイスが充電
器に接続されたとき、あるいは1つもしくは複数の性能目標および/または最適化に影響を
与える場合がある様々な他の事象が発生したとき)に方法500を実行してもよい。
【００６０】
　ブロック304において、レシーバデバイスプロセッサは、切替え状況に基づくコストし
きい値を求めてもよい。上述のように、レシーバデバイスプロセッサは、切替え状況に関
係する1つもしくは複数の性能目標および/または最適化に基づくコストしきい値を求めて
もよい。
【００６１】
　ブロック502において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントに利用でき
る表現の順位リストをビットレートの降順に生成してもよい。一実施形態では、ブロック
502におけるセグメントに利用できる表現の順位リストの生成は、ビデオストリームのダ
ウンロードの開始時またはレシーバデバイスプロセッサがコンテンツ表現のすべてのソー
スを通知される別の時点など、切替え状況が生じる前に実行されてもよい。
【００６２】
　ブロック504において、レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リストにおける次
の順位である表現を選択してもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサはま
ず、リストにおいて最高ビットレートを有する表現を選択してもよく、その後ビットレー
トの高い順に他の表現を選択してもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサ
は、利用可能な表現をビットレートの降順に反復的にチェックしてもよい。切替え状況が
帯域幅が急激に広くなったことに起因するとき、プロセッサは、利用可能な表現のチェッ
クを最高ビットレートから開始してもよい。切替え状況が帯域幅が急激に狭くなったこと
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に起因するとき、プロセッサは、利用可能な表現のチェックを、現在の表現のビットレー
トよりも低いビットレートを有する表現から開始してもよい。
【００６３】
　ブロック306において、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替える
コストを求めてもよい。判定ブロック308において、レシーバデバイスプロセッサは、選
択された表現に切り替えるコストがコストしきい値を超えているかどうかを判定してもよ
い。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、順位リストにおける表現を選択す
る際、上述のようにレシーバデバイスが選択された表現に切り替えることによって便益を
得る可能性があるかどうかを判定するために選択された各表現を試験してもよい。
【００６４】
　レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えるコストがコストしきい値
を超えていないと判定したときには(すなわち、判定ブロック308=「No」)、ブロック408
において、図4を参照しながら上記で説明したように、現在のセグメントの現在の表現で
の進行中のダウンロードを取り消すための取消し要求をサーバに送信してもよい。たとえ
ば、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの現在の表現でのダウンロードを
停止するためにTCPティアダウンを実行してもよい。レシーバデバイスプロセッサは、ブ
ロック410において現在のセグメントの選択された表現でのダウンロードを要求してもよ
い。
【００６５】
　レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えるコストがコストしきい値
を超えていると判定したときには(すなわち、判定ブロック308=「Yes」)、判定ブロック5
06において表現の順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定してもよい。言
い換えれば、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えるコストがコス
トしきい値を超えていないと判定するまで、またはすべての表現が評価されるまで、表現
の順位リストにおける各表現を順次選択してもよい。
【００６６】
　レシーバデバイスプロセッサは、順位リスト内に評価すべき別の表現があると判定した
ときには(すなわち、判定ブロック506=「No」)、ブロック504において順位リストにおけ
る次の表現を選択し、上述のブロック306および308における評価を繰り返してもよい。
【００６７】
　レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リストにおける各表現が選択されたと判定
したときには(すなわち、判定ブロック506=「Yes」)、ブロック312において進行中のダウ
ンロードを継続してもよく、その場合、上述のメインレート選択アルゴリズムの動作を実
行することによって切替え状況の原因である問題が対処される。
【００６８】
　さらなる実施形態(図示せず)では、レシーバデバイスプロセッサは、レシーバデバイス
がリストにおける選択された表現のうちの1つに切り替えることによって1つもしくは複数
の性能目標および/または最適化に便益をもたらすかあるいはさもなければこれらの性能
目標および/または最適化を実現する可能性があるかどうかを判定するのに十分な時間を
有するときに方法500の動作を実行してもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロ
セッサは、表現の順位リストにおける各表現を試験するのに十分な時間がないと判定した
ときには、図4を参照しながら上記で説明したように方法400の動作を実行してもよい。
【００６９】
　図6は、現在のセグメントに関する表現を切り替えるのに必要な時間を表すタイムライ
ン図600である。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、帯域幅が急激に狭く
なることによって生じたプレイアウト停止の保留状態を認識したことに応答して、プレイ
アウト停止を回避するために現在のセグメントの現在ダウンロード中の表現からより低い
ビットレートを有する表現に切り替えるのに十分な時間があるかどうかを判定してもよい
。レシーバデバイスプロセッサは、この判定を下すために、図6に示す表現を切り替える
のに必要な様々な動作を実行するのに必要な時間を推定してもよい。表現を切り替えるプ
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ロセスは、第1の時間604(たとえば、時間T1)に、(たとえば、TCPティアダウンプロセスの
一部として)HTTPサーバに取消しメッセージを送信することによって開始してもよい。HTT
Pサーバに送信される取消しメッセージについては、レシーバデバイスが第1の時間604に
取消し要求を送信する瞬間から、HTTPサーバが第2の時間606(たとえば、時間T2)に取消し
要求を受信し処理するまでに、推定で2分の1ラウンドトリップタイム(1/2RTT)だけかかる
場合がある。
【００７０】
　レシーバデバイスプロセッサが取消し要求を送信してからHTTPサーバが取消し要求を受
信するまでの間(たとえば、時間T1から時間T2の間)、HTTPサーバは、レシーバデバイスが
第3の時間608(たとえば、時間T3)に受信する現在のセグメントデータ(たとえば、インフ
ライトデータ)をレシーバデバイスに送信し続ける場合がある。たとえば、HTTPサーバは
、現在のセグメントに関するデータをルータに送信する場合があり、ルータは、HTTPサー
バが現在の表現での現在のセグメントに関するダウンロードデータの送信を停止している
かどうかにかかわらず、現在のセグメントを現在の表現でダウンロードできるようにイン
フライトデータをレシーバデバイスに送信し続ける場合がある。その結果、レシーバデバ
イスは、レシーバデバイスが最終的に第4の時間610(たとえば、時間T4)に新しい表現での
現在のセグメントに関するダウンロードデータの受信を開始するまで第3の時間608(すな
わち、時間T3)からインフライトデータのすべてを破棄する場合がある。一例として、デ
ータパイプラインからインフライトデータをフラッシュするのに必要な時間(たとえば、
第3の時間608から第4の時間610の間の期間)は、約2ラウンドトリップタイム(たとえば、2
RTT)である場合がある。
【００７１】
　一実施形態では、現在のセグメントの現在の表現での進行中のダウンロードを取り消す
のに必要な時間は、レシーバデバイスが第1の時間T1604に取消し要求を送信してからレシ
ーバデバイスが第4の時間T4610に現在のセグメントの新しい表現での受信を開始するまで
の時間を含む、時間T1から時間T4の間の期間612であってもよい。別の実施形態では、現
在のセグメントを新しい表現でダウンロードするのに必要な時間は、第4の時間T4610から
現在のセグメントの新しい表現でのダウンロードが終了する第5の時間T5614までの間の期
間616であってもよい。したがって、表現を新しい表現に切り替えるコストは、第1のダウ
ンロードを取り消して異なる表現のダウンロードを要求するための期間612と異なる表現
のダウンロードを完了するための期間616との和として算出される、表現を切り替えるの
に必要な総時間であってもよい。表現を切り替えるコストを時間に換算して算出すること
について、図7を参照しながら以下でさらに説明する。
【００７２】
　タイムライン図600は、時間に関する表現を切り替えるコストを示すが、レシーバデバ
イスプロセッサは、表現を切り替えるコストを新しい表現に切り替えるのに必要な電力な
どの他の単位に換算して算出する場合があることが予期される。
【００７３】
　図7は、表現を切り替えるのに必要な総時間が時間コストしきい値を超えていないとき
にプレイアウト停止を回避するために、表現を切り替えるためにレシーバデバイスプロセ
ッサによって実施されてもよい方法実施形態700を示す。方法700の動作は、図3を参照し
ながら上で説明した方法300の動作の実施形態を実現する。
【００７４】
　ブロック702において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの現在の表
現での進行中のダウンロード中にプレイアウト停止の保留状態が生じるときにそれを認識
する場合がある。言い換えれば、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントをダ
ウンロードするときに、現在のセグメントの一部または全体がプレイアウトに利用できる
ようになる前にプレイアウトバッファが空になること(たとえば、メディアがすべて再生
されたこと)を検出してもよい。
【００７５】
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　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、プレイアウト停止の保留状態を認識
するために、図2を参照しながら上記で説明したように、帯域幅推定値、現在の再生時間
、再生モデル(たとえば、部分的にダウンロードされたセグメントをプレイアウトできる
かどうか)、および総メディアバッファ持続時間などの、いくつかの入力変数を取得して
もよい。上記で説明したように、レシーバデバイスプロセッサは、この情報を構成パラメ
ータまたはオンデバイス測定から取得してもよい。
【００７６】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、停止する傾向を予測したときには、
セグメントが部分的にダウンロードされたときにプレイアウトされる可能性があると仮定
してもよく、その場合、レシーバデバイスプロセッサは、再生が現在のセグメントの終了
位置に到達する前に現在のセグメントが完全にダウンロードされる限り停止は生じないと
判定してもよい。さらなる実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、プレイアウト
停止が生じるかどうかを判定する際に控えめな予測モデルを使用してもよい。
【００７７】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、プレイアウト停止の保留状態を予測
するために以下の情報、すなわち、現在のパケットレート帯域幅推定値(「pkerrate」)、
ダウンロード中のセグメントのプレイアウト停止開始時間および終了時間(「segment_sta
rt_time」および「segment_end_time」)、MPDから取得した現在のセグメントの公称表現
ビットレート(「rep_bit_rate」)、キューイング遅延をカウントしないレシーバデバイス
とHTTPサーバとの間の推定ラウンドトリップタイム(「rtt」)、およびpkerrateとRTTの積
として算出される帯域幅-遅延-積(「bdp」)を取得してもよい。レシーバデバイスプロセ
ッサは、あらゆるアクティブTCP接続からすべてのレシーバ-バッファサイズの総計(「tot
al_rcvbuf」)を求めてもよく、この場合、「アクティブ」TCP接続は、進行中のデータ転
送を有するTCP接続を指す場合がある。レシーバデバイスプロセッサは、メディアプレゼ
ンテーションの現在の再生時間(「current_ptime」)、すでにダウンロードされた現在の
セグメント中のバイト数(「bytes_downloaded」)、および現在のセグメントが属する適応
セットの相対重み(「as_weight」)を求めてもよい。一実施形態では、as_weightは、0か
ら1の間の値であってもよい。レシーバデバイスプロセッサは、適応セットに関する相対
重み(「as_pkerrate」)をpkerrateとas_weightの積として求めてもよい。
【００７８】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、疑似コードで示される以下のアルゴ
リズムにおいて上述の情報を使用することによってプレイアウト停止を予測してもよい。
segment_duration = segment_end_ptime - segment_start_ptime;
nominal_segment_size = rep_bit_rate * segment_duration;
bytes_available = as_pkerrate * (segment_end_ptime - current_ptime);
bytes_needed = nominal_segment_size - bytes_downloaded;
if (bytes_available < bytes_needed)
　stall_prediction = true;
【００７９】
　言い換えれば、レシーバデバイスプロセッサは、プレイアウトに利用できるバイト数(
たとえば、「bytes_available」)がプレイアウトを円滑に行うのに必要なバイト数(たと
えば、「bytes_needed」)よりも少ないときにプレイアウト停止を予測してもよい(たとえ
ば、「stall_prediction = true」)。
【００８０】
　図7に戻るとわかるように、レシーバデバイスプロセッサは、ブロック704において、プ
レイアウト停止の保留状態に基づく時間コストしきい値を求めてもよい。一実施形態では
、時間コストしきい値は、レシーバデバイスプロセッサが現在のセグメントの再生を開始
するまでの時間などの、プレイアウト停止が生じるまでの時間を表してもよい。さらなる
実施形態では、時間コストしきい値は複数の条件/しきい値を含んでもよい。たとえば、
時間コストしきい値では、現在のセグメントの異なる表現での再ダウンロードが特定の時
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間よりも前に開始することが必要になる場合があり、また、ダウンロードが別の特定の時
間よりも前に終了することが必要になる場合がある。そのような例では、表現を切り替え
ることによって、現在のセグメントの異なる表現でのダウンロードが、レシーバデバイス
プロセッサが現在のセグメントのプレイアウトを始める前に開始するときに限り、かつ現
在のセグメントの異なる表現でのダウンロードが、プレイアウトが現在のセグメントの終
了点に達する前に終了するときに限りプレイアウト停止が回避される場合がある。
【００８１】
　ブロック705において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントに利用でき
る表現の順位リストを、現在の表現よりも低いビットレートを有する各表現について降順
に生成してもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、レシーバデバイス
プロセッサが表現を切り替えてもよい利用可能な最良の表現を判定するために利用できる
表現をビットレートの降順に反復的にチェックしてもよい。
【００８２】
　別の実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リストを最低ビットレ
ートを有する表現のみを含むように生成してもよい。そのような実施形態では、レシーバ
デバイスプロセッサは、図4を参照しながら上記で説明したように最低コスト表現に切り
替えるとプレイアウト停止が回避されるかどうかを迅速に判定する場合がある。
【００８３】
　図5のブロック502を参照しながら上記で説明したように、ブロック705におけるセグメ
ントに利用できる表現の順位リストの生成は、ビデオストリームのダウンロードの開始時
またはレシーバデバイスプロセッサがコンテンツ表現のすべてのソースを通知される別の
時点など、切替え状況が生じる前に実行されてもよい。
【００８４】
　ブロック504において、レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リストにおける次
の順位である表現を選択してもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサはま
ず、リストにおいて最高ビットレートを有する表現を選択してもよく、その後ビットレー
トの高い順に他の表現を選択してもよい。
【００８５】
　ブロック706において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの現在の表
現での進行中のダウンロードを取り消すコストを求めてもよい。一実施形態では、ダウン
ロードを取り消すコストは、2つの部分、すなわち、HTTPサーバとの新しいTCP接続をティ
アダウンして新しいTCP接続をセットアップするのに必要な時間(「RTT間接費」)およびデ
ータパイプラインからインフライトデータをフラッシングするのに必要な時間(「インフ
ライトデータ間接費」)を含む場合がある。
【００８６】
　一実施形態では、RTT間接費は、HTTPサーバとのTCP接続をティアダウンする/リセット
するのに必要な時間を含む場合があり、このティアダウン/リセットは、HTTPサーバに達
するのにほぼ2分の1RTTかかる取消しメッセージをHTTPサーバに送信することを含む場合
がある。RTT間接費は、現在のセグメントの選択された表現でのダウンロードを要求する
ためにHTTPサーバとの新しいTCP接続を開始するのに必要な時間を含む場合がある。新し
いTCP接続を開始するために、レシーバデバイスプロセッサおよびHTTPサーバが新しい接
続を確立する(たとえば、ハンドシェイク手順を受ける)場合があり、これには1RTT～2RTT
かかる場合がある。さらに、新しいTCP接続は、「スロースタート」アルゴリズムを実装
する場合があり、すなわち、TCP接続は、ほぼ2RTT～3RTTかけて最大機能まで徐々にラン
プする。さらなる実施形態では、上述のRTT間接費の1つまたは複数の態様は、既存のTCP
接続をティアダウンしHTTPサーバとの新しいTCP接続を開始するのに必要な時間を控えめ
に推定するのに使用される追加の時間を含む場合がある(たとえば、緩衝)。
【００８７】
　インフライトデータ間接費は、図6を参照しながら上記で説明したようにデータパイプ
ラインからインフライトデータをフラッシングするのに必要な時間を含む場合がある。し
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たがって、インフライトデータは、レシーバデバイスにおいて破棄されるにもかかわらず
、インフライトデータを受信し破棄するには時間と帯域幅がかかる場合があり、それによ
って、現在のセグメントを異なる表現で再ダウンロードするのに必要な間接費が増大する
。
【００８８】
　ブロック708において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントを選択され
た表現でダウンロードするコストを求めてもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプ
ロセッサは、現在のセグメントの選択された表現でのサイズを選択された表現のビットレ
ートと現在のセグメントのプレイアウト開始時間および終了時間との積として算出しても
よい。レシーバデバイスプロセッサは次いで、現在のセグメントの選択された表現でのサ
イズを現在のセグメントが属する適応セットに関する推定帯域幅で除算することによって
、現在のセグメントを選択された表現でダウンロードするのに必要な時間(たとえば、現
在のセグメントをダウンロードするコスト)を算出してもよい。
【００８９】
　ブロック710において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントを選択され
た表現でダウンロードするコストと現在のセグメントの現在の表現でのダウンロードを取
り消すコストとの和に基づく総時間コストを算出してもよい。
【００９０】
　別の実施形態(図示せず)では、レシーバデバイスプロセッサは、総時間コストが時間の
単位(たとえば、秒またはミリ秒)になるように上記の計算の様々な単位を時間の単位に変
換してもよい。
【００９１】
　判定ブロック712において、レシーバデバイスプロセッサは、総時間コストが時間コス
トしきい値を超えているかどうか(たとえば、表現を選択された表現に切り替えることに
よってプレイアウト停止が回避される場合があるかどうか)を判定してもよい。一実施形
態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現を選択された表現に切り替えるとプレイア
ウト停止が完全に回避される可能性が高いときにのみ表現を切り替えることがレシーバデ
バイスの性能に便益をもたらす場合があると判定してもよい。そのような実施形態では、
レシーバデバイスプロセッサは、表現を切り替えることによってプレイアウト停止に加え
て生じるビットレート/品質の低下が、予想されるプレイアウト停止よりも全体的に悪い
影響をユーザエクスペリエンスにもたらす恐れがあることに起因して、プレイアウト停止
が回避できないかまたは回避されないことがあるときには表現を切り替えないことが適切
である場合があるというポリシーを実施してもよい。
【００９２】
　レシーバデバイスプロセッサは、総時間コストが時間コストしきい値を超えていないと
判定したときには(すなわち、判定ブロック712=「No」)、ブロック310において、図3を参
照しながら上記で説明したように、選択された表現に切り替えてもよい。
【００９３】
　レシーバデバイスプロセッサは、総時間コストが時間コストしきい値を超えていると判
定したときには(すなわち、判定ブロック712=「Yes」)、判定ブロック506において表現の
順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定してもよい。一実施形態では、レ
シーバデバイスプロセッサは、プレイアウト停止を回避する現在のセグメントに利用でき
る最高ビットレートを有する表現を判定するために現在の表現よりも低いビットレートを
有する各表現を降順に選択してもよい。
【００９４】
　レシーバデバイスプロセッサは、順位リスト内に選択すべき別の表現があると判定した
ときには(すなわち、判定ブロック506=「No」)、ブロック504において表現の順位リスト
における次の表現を選択してもよい。このプロセスは、表現の順位リストにおける各表現
においてレシーバデバイスが選択していない表現がある限りループ状に継続してもよい。
【００９５】
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　レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リストにおける各表現が選択されたと判定
したときには(すなわち、判定ブロック506=「Yes」)、ブロック312において進行中のダウ
ンロードを継続してもよい。言い換えれば、レシーバデバイスプロセッサは、プレイアウ
ト停止の回避を試みなくてもよく、その代わり、メインレート選択アルゴリズムを実行す
ることによって将来のプレイアウト問題を解消してもよい。
【００９６】
　図8は、複数の性能目標および/または最適化を実現するために別の表現に切り替えるた
めにレシーバデバイスプロセッサによって実施されてもよい方法実施形態800を示す。方
法800の動作は、図3を参照しながら上で説明した方法300の動作の実施形態を実現する場
合がある。
【００９７】
　ブロック302において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの現在の表
現でのダウンロード中に切替え状況を認識する場合がある。図3を参照しながら上記で説
明したように、プロセッサが、レシーバデバイスの利用可能なリソースの変化に基づいて
現在のセグメントのダウンロード中に1つまたは複数の性能目標(たとえば、円滑なプレイ
アウト、特定の電力消費率、平均ビットレートなど)が損なわれる恐れがあると判定した
ときに、切替え状況が生じる場合がある。
【００９８】
　ブロック802において、レシーバデバイスプロセッサは、切替え状況に基づく複数のコ
ストしきい値を求めてもよい。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、平均ビットレ
ート/プレイアウト品質を維持することと、特定の電力消費量性能目標および円滑なプレ
イアウトを実現することとを試みてもよい。以下でさらに説明する実施形態では、レシー
バデバイスプロセッサは、表現を切り替えることが様々な性能目標および/または最適化
を実現するかどうかを判定するために複数のコストしきい値を使用してもよい。
【００９９】
　ブロック305において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの別の表現
を選択してもよい。たとえば、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントに利用
できる最低ビットレートまたは最高ビットレートを有する表現を選択してもよい。図5お
よび図7を参照しながら上記で説明した実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、
現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを、現在の表現よりも低いビットレート
を有する各表現について降順に生成してもよい。この実施形態では、レシーバデバイスプ
ロセッサは、以下にさらに説明するように、切り替える際のコストが複数のコストしきい
値のいずれも超えていない表現(もしあれば)を選択するためにビットレートの降順に順位
リストにおける表現を反復的にチェックしてもよい。
【０１００】
　ブロック804では、レシーバデバイスプロセッサは、複数のコストしきい値のうちでま
だ選択されていないコストしきい値を選択し、選択された表現に切り替えるコストが複数
のコストしきい値のいずれかを超えているかどうかを判定してもよい。言い換えれば、レ
シーバデバイスプロセッサは、選択された表現が複数のコストしきい値の各々によって表
される性能目標および/または最適化を実現するかどうかを試験してもよい。
【０１０１】
　ブロック806において、レシーバデバイスプロセッサは、選択されたコストしきい値に
基づいて選択された表現に切り替えるコストを求めてもよい。たとえば、レシーバデバイ
スプロセッサは、(たとえば、図7を参照しながら上記で説明したように)円滑な再生に関
する性能目標に関連するコストしきい値を選択する際、選択された表現に切り替えるコス
トを、現在の表現のダウンロードを取り消して現在のセグメントを選択された表現で再ダ
ウンロードするのに必要な時間に換算して求めてもよい。別の例では、レシーバデバイス
プロセッサは、電力消費量に関する性能目標に関連するコストしきい値を選択する際、表
現を選択された表現に切り替えるコストを、現在のセグメントのダウンロードを取り消す
のに必要な電力および選択された表現での現在のセグメントに関するデータを受信し復号
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するのに必要な電力に換算して求めてもよい。
【０１０２】
　判定ブロック808では、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替える
コストが選択されたコストしきい値を超えているかどうかを判定してもよい。上述のよう
に、レシーバデバイスプロセッサは、切替えが選択されたコストしきい値に関係する性能
目標を実現するときにのみある表現に切り替えればよい。
【０１０３】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えたときに
複数のコストしきい値のうちのいずれかを超えるかどうかをチェックしてもよい。言い換
えれば、レシーバデバイスプロセッサでは、選択された表現に切り替えたときに複数のコ
ストしきい値に関連するあらゆる性能目標を実現しなければならない場合がある。たとえ
ば、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えるとプレイアウト停止が
回避されるが、電力消費量が多すぎて切替えを行う価値がなくなる場合があると判定して
もよい。そのような状況では、切替えによってあらゆる性能目標が実現されるとは限らな
いので、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えないことに決定して
もよい。
【０１０４】
　レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えるコストが選択されたコス
トしきい値を超えていると判定したときには(すなわち、判定ブロック808=「Yes」)、ブ
ロック312において進行中のダウンロードを継続してもよい。言い換えれば、レシーバデ
バイスプロセッサは、現在のセグメントを取り消して再ダウンロードするコストがレシー
バデバイスの性能に便益をもたらさないと判定したときには(たとえば、コストが複数の
コストしきい値において1つまたは複数のコストしきい値を超えるとき)、メインレート選
択アルゴリズムを実行することによって切替え状況を生じさせる問題を解決するために待
機してもよい。
【０１０５】
　レシーバデバイスプロセッサが表現の順位リストを実装する実施形態では、レシーバデ
バイスプロセッサは、表現の順位リストにおける各表現が複数のコストしきい値のうちの
いずれも超えていないかどうかを判定するために順位リストにおける表現の選択を継続し
てもよい。
【０１０６】
　レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えるコストが選択されたコス
トしきい値を超えていないと判定したときには(すなわち、判定ブロック808=「No」)、判
定ブロック810において複数のコストしきい値の各々が選択された表現に関して評価され
たかどうかを判定してもよい。
【０１０７】
　レシーバデバイスプロセッサは、複数のコストしきい値に、選択された表現に対して評
価すべき別のコストしきい値が含まれていると判定したときには(すなわち、判定ブロッ
ク810=「No」)、ブロック804において複数のコストしきい値における次のコストしきい値
を選択してもよい。レシーバデバイスプロセッサは、すべてのコストしきい値が評価され
るかまたはレシーバデバイスプロセッサが、選択された表現に切り替えるコストが複数の
コストしきい値のうちの少なくとも1つを超えていると判定するまで、上記のようにして
コストしきい値の選択および評価を続行してもよい。
【０１０８】
　レシーバデバイスプロセッサは、すべてのコストしきい値が選択された表現に対して評
価されたと判定したときには(すなわち、判定ブロック810=「Yes」)、図3を参照しながら
上記で説明したように、ブロック310において選択された表現に切り替えて表現を選択さ
れた表現に切り替えるプロセスを開始してもよい。
【０１０９】
　図9は、レシーバデバイスプロセッサが、追加のリソースをレシーバデバイスが利用で
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きるときに表現を切り替えるかどうかを判定するためにレシーバデバイスプロセッサによ
って実施されてもよい方法実施形態900を示す。方法900の動作は、図3を参照しながら上
で説明した方法300の動作の実施形態を実現する。
【０１１０】
　ブロック902において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの現在の表
現での進行中のダウンロード中にレシーバデバイスプロセッサが利用できるリソースが増
大することを特徴とする切替え状況を認識する場合がある。たとえば、レシーバデバイス
プロセッサは、帯域幅が急激に増大したとき、レシーバデバイスが「高バッテリー」状態
で動作しているかまたは壁コンセントに挿入された状態で動作しているとき、およびレシ
ーバデバイスがリソースが急激に増大したことを利用するためにより高いビットレート表
現に切り替えるのを可能にする場合がある様々な他の変化がレシーバデバイスの状態に生
じたときに、切替え状況を認識することもある。これらの状況およびその他の状況では、
利用可能なリソースが増大した場合、レシーバデバイスプロセッサは、表現をより高いビ
ットレートを有する表現に切り替えることによってレシーバデバイスの性能が向上する可
能性があるかどうかを判定してもよい。
【０１１１】
　ブロック304において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントがプレイア
ウトされるまでの時間などのコストしきい値を切替え状況に基づいて判定してもよい。
【０１１２】
　ブロック904において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントに利用でき
る表現の順位リストを、現在の表現よりも低いビットレートを有する各表現について降順
に生成してもよい。上記で説明したように、表現の順位リストの生成は、ストリーミング
ビデオダウンロードの開始時またはレシーバデバイスプロセッサがコンテンツ表現のすべ
てのソースを通知される別の時点など、切替え状況が生じる前に実施されてもよい。
【０１１３】
　ブロック504において、レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リストにおける次
の順位である表現を選択してもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、
表現を(たとえば、現在のセグメントに利用できる最高のビットレートを有する表現から
始まる)ビットレートの降順に選択してもよく、判定ブロック308を参照しながら上記で説
明したように、最高のビットレートを有する表現に切り替えるコストがコストしきい値を
超えないようにその表現を識別することを試みるために表現を降順に反復的にチェックし
てもよい。
【０１１４】
　ブロック306において、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替える
コストを求めてもよい。レシーバデバイスプロセッサが追加のリソースを利用できること
をレシーバデバイスプロセッサが認識したにもかかわらず、依然として選択された表現へ
の切替えに関連するコストが存在する場合がある。たとえば、表現を切り替えることによ
って時間、バッテリー電力などが失われることがある。
【０１１５】
　判定ブロック308において、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替
えるコストがコストしきい値を超えているかどうかを判定してもよい。たとえば、レシー
バデバイスプロセッサは、帯域幅が急激に増大したことを認識することがあるが、表現を
より高いビットレートを切り替えた場合、現在のセグメントの選択された表現でのダウン
ロードを取り消し、再開し、終了するための十分な時間がないのでプレイアウト停止が生
じる可能性があると最終的に判定することがある。
【０１１６】
　レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えるコストがコストしきい値
を超えていないと判定したときには(すなわち、判定ブロック308=「No」)、ブロック310
において、取消し要求を送信して、現在のセグメントの選択された表現でのダウンロード
を要求することなどによって、選択された表現に切り替えてもよい。
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【０１１７】
　レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現に切り替えるコストがコストしきい値
を超えていると判定したときには(すなわち、判定ブロック308=「Yes」)、判定ブロック5
06において、図5を参照しながら上記で説明したように表現の順位リストにおける各表現
が選択されたかどうかを判定してもよい。
【０１１８】
　レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リスト内に評価すべき別の表現があると判
定したときには(すなわち、判定ブロック506=「No」)、ブロック504において順位リスト
における次の表現を選択してもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、
順位リストにおけるすべての表現が評価されるまで、あるいはプロセッサが、選択された
表現に切り替えるコストがコストしきい値を超えていないと判定するまで、表現の選択お
よび評価を実行することを継続してもよい。
【０１１９】
　レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リストにおけるすべての表現が選択され、
評価されたと判定したときには(すなわち、判定ブロック506=「Yes」)、ブロック312にお
いて進行中のダウンロードの現在の動作を継続してもよい。この場合、レシーバデバイス
プロセッサは、レシーバデバイスが追加のリソースを利用できるにもかかわらず、選択さ
れた表現とは無関係に、現在のセグメントを取り消して再ダウンロードするコストがレシ
ーバデバイスの性能に便益をもたらさないと判定してもよく、次のセグメント境界におい
てメインレート選択アルゴリズムを実行することによって次のセグメントが要求されたと
きにレシーバデバイスが利用できる追加のリソースを利用するために待機してもよい。
【０１２０】
　図10は、レシーバデバイスプロセッサが帯域幅が急激に増大したことを認識したときに
、現在のセグメントを現在の表現および異なる表現で同時にダウンロードするかどうかを
判定するためにレシーバデバイス上で動作するプロセッサによって実施されてもよい方法
実施形態1000を示す。方法1000の動作は、図3を参照しながら上で説明した方法300の動作
の実施形態を実現する。
【０１２１】
　ブロック1002において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントの現在の表
現でのダウンロード中に帯域幅が急激に増大することを特徴とする切替え状況を認識する
場合がある。
【０１２２】
　ブロック304において、レシーバデバイスプロセッサは、図3を参照しながら上記で説明
したように切替え状況に基づくコストしきい値を求めてもよい。たとえば、レシーバデバ
イスプロセッサは、帯域幅の急激な増大を認識したことに応答して、現在のセグメントが
プレイアウトされるまでの時間を求めてもよくならびに/あるいは表現を切り替えるのに
利用できる電力の量を求めてもよい。
【０１２３】
　ブロック305において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントに利用でき
る最高ビットレートを有する表現などの、現在のセグメントの別の表現を選択してもよい
。レシーバデバイスプロセッサが現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを生成
する上述の実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、表現の順位リストにおける次
の表現を選択することなどの、図9に示す方法900のブロック904を参照しながら上記で説
明した動作と同様の動作を実行してもよい。
【０１２４】
　ブロック1004において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントを現在の表
現および選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めてもよい。この動作では
、レシーバデバイスプロセッサは、レシーバデバイスプロセッサが、現在のセグメントの
現在の表現でのダウンロードを取り消す必要なしに現在のセグメントのプレイアウトを現
在の表現から選択された表現に切り替えるのを可能にするために、現在のセグメントを現
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在の表現および選択された表現で同時にダウンロードするのに急激に増大した帯域幅を活
用すると有利であるかどうかを判定してもよい。レシーバデバイスプロセッサは、現在の
セグメントの現在の表現でのダウンロードを取り消さずに同時に現在のセグメントを選択
された表現でダウンロードすることによって、ダウンロードを取り消すコスト(たとえば
、TCP接続をティアダウンするのに必要な時間)およびダウンロードを取り消すことによっ
てプレイアウト停止を生じさせる可能性を回避してもよい。
【０１２５】
　判定ブロック1006において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントを同時
にダウンロードするコストがコストしきい値を超えているかどうかを判定してもよい。た
とえば、レシーバデバイスプロセッサは、レシーバデバイスのバッテリー電力が低くなる
場合があり、かつ2つの表現をダウンロードし復号するとレシーバデバイスのバッテリー
に不要な負担をかける場合があるので、2つの表現を同時にダウンロードすることはレシ
ーバデバイスに便益をもたらさないと判定してもよい。
【０１２６】
　レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントを同時にダウンロードするコストが
コストしきい値を超えていないと判定したときには(すなわち、判定ブロック1006=「No」
)、ブロック1008において、引き続き現在のセグメントを現在の表現でダウンロードしつ
つ選択された表現での現在のセグメントに関するダウンロード要求をHTTPサーバに送信す
ることによって、進行中のダウンロードを継続しつつ選択された表現のダウンロードを開
始してもよい。
【０１２７】
　ブロック1010において、レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントを現在の表
現および選択された表現で同時にダウンロードしつつ現在のセグメントのプレイアウトを
選択された表現に切り替えてもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、
選択された表現での現在のセグメントがセグメント境界などの適切な時点でプレイアウト
に利用できるようになった直後にプレイアウトを選択された表現での現在のダウンロード
に切り替えてもよい。一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、選択された表現
での現在のセグメントのうちの十分な部分がダウンロードされるまで現在のセグメントの
現在の表現での再生を開始してもよく、かつレシーバデバイスプロセッサは、その時点で
プレイアウトを選択された表現に切り替えてもよい。
【０１２８】
　レシーバデバイスプロセッサは、現在のセグメントを同時にダウンロードするコストが
コストしきい値を超えていると判定したときには(すなわち、判定ブロック1006=「Yes」)
、ブロック312において進行中のダウンロードを継続し、次のセグメント境界においてメ
インレート選択アルゴリズムを実行することによって急激に増大した帯域幅を活用しても
よい。
【０１２９】
　一実施形態では、レシーバデバイスプロセッサは、順位リストにおける各表現が評価さ
れるまで、または現在のセグメントを現在の表現および特定の表現で同時にダウンロード
するコストがコストしきい値以下になるまで、表現の順位リストにおける表現のコストし
きい値に対する評価を継続してもよい。
【０１３０】
　様々な態様は、様々なモバイルコンピューティングデバイスのいずれにも実装すること
ができ、その一例が図11に示される。モバイルコンピューティングデバイス1100は、タッ
チスクリーンコントローラ1104および内部メモリ1106に結合されたプロセッサ1102を含む
場合がある。プロセッサ1102は、汎用または特定の処理タスクに指定された1つもしくは
複数のマルチコア集積回路であってもよい。内部メモリ1106は揮発性もしくは不揮発性メ
モリであってもよく、また、安全保護および/もしくは暗号化メモリであっても、または
非安全保護および/もしくは非暗号化メモリであっても、あるいはそれらの任意の組合せ
であってもよい。タッチスクリーンコントローラ1104およびプロセッサ1102は、抵抗感知
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タッチスクリーン、容量感知タッチスクリーン、赤外線感知タッチスクリーンなどの、タ
ッチスクリーンパネル1112に結合される場合もある。加えて、モバイルコンピューティン
グデバイス1100のディスプレイは、タッチスクリーン機能を有する必要はない。
【０１３１】
　モバイルコンピューティングデバイス1100は、互いに結合され、かつ/またはプロセッ
サ1102に結合された、通信を送信および受信するための1つまたは複数の無線信号トラン
シーバ1108(たとえば、Peanut、Bluetooth（登録商標）、Zigbee（登録商標）、Wi-Fi、R
F無線など)と、アンテナ1110とを有する場合がある。トランシーバ1108およびアンテナ11
10は、様々なワイヤレス送信のプロトコルスタックおよびインターフェースを実装するた
めに、上述の回路とともに使用される場合がある。モバイルコンピューティングデバイス
1100は、セルラーネットワークを介する通信を可能にし、プロセッサに結合されたセルラ
ーネットワークワイヤレスモデムチップ1116を含む場合がある。
【０１３２】
　モバイルコンピューティングデバイス1100は、プロセッサ1102に結合された周辺デバイ
ス接続インターフェース1118を含む場合がある。周辺デバイス接続インターフェース1118
は、1つのタイプの接続を受け入れるように単独で構成される場合があるか、または、USB
、FireWire、Thunderbolt、もしくはPCIeなどの様々なタイプの物理接続および通信接続
を共通もしくはプロプライエタリに受け入れるように、構成される場合がある。周辺デバ
イス接続インターフェース1118は、単独で構成された周辺デバイス接続ポート(図示せず)
に結合される場合もある。
【０１３３】
　モバイルコンピューティングデバイス1100は、オーディオ出力を提供するためのスピー
カ1114を含む場合もある。モバイルコンピューティングデバイス1100は、本明細書で説明
された構成要素のすべてまたはいくつかを収容するための、プラスチック、金属、または
材料の組合せから構築された筐体1120を含む場合もある。モバイルコンピューティングデ
バイス1100は、使い捨てまたは充電可能なバッテリーなどの、プロセッサ1102に結合され
た電源1122を含む場合もある。充電可能なバッテリーは、モバイルコンピューティングデ
バイス1100の外部にある電源から充電電流を受けるために、周辺デバイス接続ポートに結
合される場合もある。モバイルコンピューティングデバイス1100は、ユーザ入力を受け取
るための物理ボタン1124を含む場合もある。モバイルコンピューティングデバイス1100は
、モバイルコンピューティングデバイス1100をオンオフするための電源ボタン1126を含む
場合もある。
【０１３４】
　前述の方法の説明およびプロセスフロー図は、単に例示的な例として提示され、様々な
実施形態のステップが提示された順序で実行されなければならないことを必要とする、ま
たは意味することは意図されていない。当業者によって理解されるように、前述の実施形
態におけるステップの順序は、任意の順序において実行されてもよい。「その後」、「次
いで」、「次に」などの単語は、ステップの順序を制限することを意図しておらず、これ
らの単語は単に、方法の説明を通じて読者を導くために使用される。さらに、たとえば、
冠詞「a」、「an」、または「the」を用いる、単数形における特許請求の範囲の要素への
任意の参照は、要素を単数形に限定するものとして解釈されるべきではない。
【０１３５】
　本明細書で開示された実施形態に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、またはその両方の組合せとして実装されてもよい。ハードウェアおよびソフトウ
ェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的構成要素、ブロック、モジュール、
回路、およびステップについてそれらの機能の観点から概略的に上記で説明した。そのよ
うな機能がハードウェアとして実装されるか、それともソフトウェアとして実装されるか
は、特定の応用分野およびシステム全体に対して課される設計制限に依存する。当業者は
、説明された機能を各々の特定の用途のために様々な方法で実装してもよいが、そのよう
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な実装の決定は、本発明の範囲からの逸脱を引き起こすものとして解釈されるべきではな
い。
【０１３６】
　本明細書において開示されている態様に関連して説明されている様々な実例論理、論理
ブロック、モジュールおよび回路を実現するために使用されるハードウェアは、本明細書
において説明されている機能を実施するために設計された、汎用プロセッサ、デジタル信
号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートア
レイ(FPGA)、または他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論
理、離散ハードウェア構成要素、またはそれらの任意の組合せを使用して実現または実施
してもよい。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、代替として、プ
ロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはス
テートマシンであってもよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ
、たとえばDSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、1つまたは複
数のマイクロプロセッサとDSPコア、あるいは任意の他のそのような構成として実装され
てもよい。あるいは、いくつかのステップまたは方法は、所与の機能に固有の回路網によ
って実行されてもよい。
【０１３７】
　1つまたは複数の例示的な態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せに実装されてもよい。ソフトウェアで実
装される場合、機能は、非一時的コンピュータ可読媒体上または非一時的プロセッサ可読
媒体上の1つまたは複数の命令またはコードとして記憶されてもよい。本明細書で開示す
る方法またはアルゴリズムのステップは、非一時的コンピュータ可読記憶媒体または非一
時的プロセッサ可読記憶媒体上に常駐する場合があるプロセッサ実行可能ソフトウェアモ
ジュール内で具現化されてもよい。非一時的なサーバ可読のコンピュータ可読記憶媒体ま
たはプロセッサ可読記憶媒体は、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスされ得
る任意の記憶媒体であってよい。限定ではなく例として、そのような非一時的なサーバ可
読のコンピュータ可読媒体またはプロセッサ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、FLASHメモ
リ、CD-ROMもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記
憶デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形式で所望のプログラムコードを記憶す
るために使用される場合があり、かつコンピュータによってアクセスされる場合がある任
意の他の媒体を含んでもよい。本明細書で使用する場合、ディスク(disk)およびディスク
(disc)は、コンパクトディスク(disc)(「CD」)、レーザーディスク（登録商標）(disc)、
光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(「DVD」)、フロッピー（登録商標）
ディスク(disk)およびブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データ
を磁気的に再生し、ディスク(disc)は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組
合せも、非一時的なサーバ可読のコンピュータ可読媒体およびプロセッサ可読媒体の範囲
内に含まれる。加えて、方法またはアルゴリズムの動作は、コンピュータプログラム製品
に組み込まれる場合がある、非一時的なサーバ可読のプロセッサ可読媒体および/または
コンピュータ可読媒体上のコードおよび/または命令の、1つまたは任意の組合せ、または
そのセットとして存在してもよい。
【０１３８】
　開示された実施形態の前述の説明は、任意の当業者が本発明を作成または使用すること
を可能にするために提供される。これらの実施形態に対する様々な修正は当業者には容易
に明らかとなり、本明細書で定義した一般的な原理は、本発明の要旨または範囲から逸脱
することなく他の実施形態に適用されてもよい。したがって、本発明は、本明細書に示す
実施形態に限定されることを意図しておらず、以下の特許請求の範囲、ならびに本明細書
で開示する原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０１３９】
　　100　通信ネットワークシステム
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　　102　レシーバデバイス
　　104　基地局
　　108　サーバ
　　109　ルータ
　　110　インターネット
　　112　メディアサーバ
　　114　ワイヤレスアクセスポイント
　　116　メディアキャプチャデバイス
　　600　タイムライン図
　　604　第1の時間
　　606　第2の時間
　　608　第3の時間
　　610　第4の時間
　　612　期間
　　616　期間
　　1100　モバイルコンピューティングデバイス
　　1102　プロセッサ
　　1104　タッチスクリーンコントローラ
　　1106　内部メモリ
　　1108　トランシーバ
　　1112　タッチスクリーンパネル
　　1116　セルラーネットワークワイヤレスモデムチップ
　　1118　周辺デバイス接続インターフェース
　　1120　筐体
　　1122　電源
　　1124　物理ボタン
　　1126　電源ボタン
　　T1　第1の時間
　　T4　第4の時間
　　T5　第5の時間
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月8日(2016.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツの現在のセグメントの現在の表現での進行中のダウンロードを取り消し、切
替え状況を認識したことに応答して前記現在のセグメントの別の表現に切り替えるかどう
かをレシーバデバイスで判定する方法であって、
　前記進行中のダウンロードを受ける前記現在のセグメントの別の表現を選択するステッ
プと、
　前記進行中のダウンロードを受ける前記現在のセグメントの前記選択された表現に切り
替えるコストを求めるステップであって、切替えの前記コストは、プレイアウトコスト、
電力コスト、データ使用量コスト、および平均ビットレートコストからなるグループから
選択されるステップと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記切替え状況に基づくコストしきい値
を超えているかどうかを判定するステップと、
　　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して
前記選択された表現に切り替えるステップ、または
　　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前
記進行中のダウンロードを継続するステップ
　のうちの一方を実行するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中にプレイアウ
ト停止の保留状態が生じるときにそれを認識するステップであって、
　前記切替え状況に基づく前記コストしきい値は、前記プレイアウト停止の保留状態に基
づく時間コストしきい値を含むステップをさらに含み、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるステップは、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消すコス
トを求めるステップと、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードするコストを求めるステッ
プと、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードする前記コストと前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消す前記コストとの
和に基づく総時間コストを算出するステップと、
　前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超えているかどうかを判定するステップ
とを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えるステップは、前記総時間コストが前記時間コストしきい値
を超えていないと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えるステップを含
み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続するステップは、前記総時間コストが前記時間コストしきい
値を超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するステップ
を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
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　前記切替え状況に基づく複数のコストしきい値を求めるステップと、
　前記複数のコストしきい値においてまだ選択されていないコストしきい値を選択するス
テップと、
　前記選択されたコストしきい値に基づいて前記選択された表現に切り替えるコストを求
めるステップであって、前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を
超えているかどうかを判定するステップは、前記選択された表現に切り替える前記コスト
が前記選択されたコストしきい値を超えているかどうかを判定するステップを含むステッ
プと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選択されたコストしきい値を超えて
いないと判定したことに応答して前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現
に関して評価されたかどうかを判定するステップと、
　前記複数のコストしきい値の各々において、前記選択された表現に関して評価されてい
ないコストしきい値があると判定したことに応答して、前記複数のコストしきい値におい
てまだ選択されていないコストしきい値を選択するステップとをさらに含み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えるステップは、前記複数のコストしきい値の各々が前記選択
された表現に関して評価されたと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替え
るステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも低いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成するステップであって、前記現在のセグメン
トの別の表現を選択するステップは、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択する
ステップを含むステップと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
るステップと、
　　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定し
たことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択するステップ、または
　　表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して、前記
進行中のダウンロードを継続するステップ
　のうちの一方を実行するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に前記レシー
バデバイスが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況を認識するステ
ップと、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも高いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成するステップであって、前記現在のセグメン
トの別の表現を選択するステップは、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択する
ステップを含むステップと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
るステップと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択するステップとをさらに含
み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続するステップは、表現の前記順位リストにおける各表現が選
択されたと判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するステップを含む
、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
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　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に帯域幅が急
激に増大することを特徴とする切替え状況を認識するステップであって、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるステップは、前記現在のセグメントを
前記現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めるステ
ップを含み、
　前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超えているかどうかを
判定するステップは、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記
コストしきい値を超えているかどうかを判定するステップを含むステップと、
　　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を
超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するステップ、ま
たは
　　前記進行中のダウンロードを継続しつつ前記選択された表現のダウンロードを開始し
、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して、前記現在のセグメントを前記現在の表現でダウン
ロードしつつ、同時に前記現在のセグメントのプレイアウトを前記選択された表現に切り
替えるステップ
　のうちの一方を実行するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、動作を実施するためのプロセッサ実行可能命令を有するように
構成されたプロセッサとを備え、前記動作は、
　進行中のダウンロードを受ける現在の表現でのコンテンツの現在のセグメントの別の表
現を選択することと、
　前記進行中のダウンロードを受ける前記現在のセグメントの前記選択された表現に切り
替えるコストを求めることであって、切替えの前記コストは、プレイアウトコスト、電力
コスト、データ使用量コスト、および平均ビットレートコストからなるグループから選択
されることと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが切替え状況に基づくコストしきい値を超
えているかどうかを判定することと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
現在のセグメントの進行中のダウンロードを継続することとを含むレシーバデバイス。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロ
ード中にプレイアウト停止の保留状態が生じるときにそれを認識することをさらに含む動
作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成され、
　前記プロセッサは、
　前記切替え状況に基づく前記コストしきい値が、前記プレイアウト停止の保留状態に基
づく時間コストしきい値を含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有
するように構成され、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることは、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消すコス
トを求めることと、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードするコストを求めることと
、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードする前記コストと前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消す前記コストとの
和に基づく総時間コストを算出することと、
　前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超えているかどうかを判定することとを
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含む、請求項8に記載のレシーバデバイス。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、ように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するよう
に構成され、前記動作は、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることが、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えることを含み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続することが、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を
超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することを含む、
請求項9に記載のレシーバデバイス。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　前記切替え状況に基づく複数のコストしきい値を求めることと、
　前記複数のコストしきい値においてまだ選択されていないコストしきい値を選択するこ
とと、
　前記選択されたコストしきい値に基づいて前記選択された表現に切り替えるコストを求
めることと、
　前記選択された表現に切り替えるコストが前記選択されたコストしきい値を超えていな
いと判定したことに応答して前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現に関
して評価されたかどうかを判定することと、
　前記複数のコストしきい値の各々において、前記選択された表現に関して評価されてい
ないコストしきい値があると判定したことに応答して、前記複数のコストしきい値におい
てまだ選択されていないコストしきい値を選択することとをさらに含む動作を実行するた
めにプロセッサ実行可能命令を有するように構成され、
　前記プロセッサは、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選択されたコストしきい値を超えて
いるかどうかを判定することが、前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選択
されたコストしきい値を超えているかどうかを判定することと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることが、前記複数のコストしきい値の各々が前記選択され
た表現に関して評価されたと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えるこ
とを含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成される
、請求項8に記載のレシーバデバイス。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成
され、前記動作は、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも低いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成することであって、前記プロセッサは、前記
現在のセグメントの別の表現を選択することが、表現の前記順位リストにおける次の表現
を選択することを含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するよう
に構成される、生成することと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
ることと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することと、
　表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して、前記進
行中のダウンロードを継続することとをさらに含む、請求項8に記載のレシーバデバイス
。
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【請求項１３】
　前記プロセッサは、動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成
され、前記動作は、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に前記レシー
バデバイスが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況を認識すること
と、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも高いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成することであって、前記プロセッサは、前記
現在のセグメントの別の表現を選択することが、表現の前記順位リストにおける次の表現
を選択することを含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するよう
に構成される、生成することと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
ることと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することとをさらに含み、
　前記プロセッサは、切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定した
ことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することが、表現の前記順位リストにお
ける各表現が選択されたと判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続する
ことを含むように動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成され
る、請求項8に記載のレシーバデバイス。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロ
ード中に帯域幅が急激に増大することを特徴とする切替え状況を認識することをさらに含
む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成され、
　前記プロセッサは、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることが、前記現在のセグメントを前記
現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めることを含
み、
　前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超えているかどうかを
判定することが、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コス
トしきい値を超えているかどうかを判定することを含むように動作を実行するためのプロ
セッサ実行可能命令を有するように構成され、
　前記プロセッサは、動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令を有するように構成
され、前記動作は、
　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することと、
　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続しつつ前記選択さ
れた表現のダウンロードを開始することと、
　前記現在のセグメントを前記現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロー
ドしつつ前記現在のセグメントのプレイアウトを前記選択された表現に切り替えることと
をさらに含む、請求項8に記載のレシーバデバイス。
【請求項１５】
　進行中のダウンロードを受ける現在の表現でのコンテンツの現在のセグメントの別の表
現を選択するための手段と、
　前記進行中のダウンロードを受ける前記現在のセグメントの前記選択された表現に切り
替えるコストを求めるための手段であって、切替えの前記コストは、プレイアウトコスト
、電力コスト、データ使用量コスト、および平均ビットレートコストからなるグループか
ら選択される手段と、
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　前記選択された表現に切り替える前記コストが切替え状況に基づくコストしきい値を超
えているかどうかを判定するための手段と、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えるための手段と、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
現在のセグメントの進行中のダウンロードを継続するための手段とを備えるレシーバデバ
イス。
【請求項１６】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中にプレイアウ
ト停止の保留状態が生じるときにそれを認識するための手段であって、
　前記切替え状況に基づく前記コストしきい値が、前記プレイアウト停止の保留状態に基
づく時間コストしきい値を含む手段をさらに備え、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるための手段は、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消すコス
トを求めるための手段と、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードするコストを求めるための
手段と、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードする前記コストと前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消す前記コストとの
和に基づく総時間コストを算出するための手段と、
　前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超えているかどうかを判定するための手
段とを備える、請求項15に記載のレシーバデバイス。
【請求項１７】
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替える手段は、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えるための手段を備え
、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続するための手段は、前記総時間コストが前記時間コストしき
い値を超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するための
手段を備える、請求項16に記載のレシーバデバイス。
【請求項１８】
　前記切替え状況に基づく複数のコストしきい値を求めるための手段と、
　前記複数のコストしきい値においてまだ選択されていないコストしきい値を選択するた
めの手段と、
　前記選択されたコストしきい値に基づいて前記選択された表現に切り替えるコストを求
めるための手段であって、前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値
を超えているかどうかを判定するための手段は、前記選択された表現に切り替える前記コ
ストが前記選択されたコストしきい値を超えているかどうかを判定するための手段を備え
る手段と、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選択されたコストしきい値を超えて
いないと判定したことに応答して前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現
に関して評価されたかどうかを判定するための手段と、
　前記複数のコストしきい値の各々において、前記選択された表現に関して評価されてい
ないコストしきい値があると判定したことに応答して、前記複数のコストしきい値におい
てまだ選択されていないコストしきい値を選択するための手段とをさらに備え、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えるための手段は、前記複数のコストしきい値の各々が前記選
択された表現に関して評価されたと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替
えるための手段を備える、請求項15に記載のレシーバデバイス。
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【請求項１９】
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも低いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成するための手段であって、前記現在のセグメ
ントの別の表現を選択するための手段は、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択
するための手段を備える手段と、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
るための手段と、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択するための手段と、
　表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して、前記進
行中のダウンロードを継続するための手段とをさらに備える、請求項15に記載のレシーバ
デバイス。
【請求項２０】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に前記レシー
バデバイスのプロセッサが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況を
認識するための手段と、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも高いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成するための手段であって、前記現在のセグメ
ントの別の表現を選択するための手段は、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択
するための手段を備える手段と、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
るための手段と、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択するための手段とをさらに
備え、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続するための手段は、表現の前記順位リストにおける各表現が
選択されたと判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するための手段を
備える、請求項15に記載のレシーバデバイス。
【請求項２１】
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に帯域幅が急
激に増大することを特徴とする切替え状況を認識するための手段であって、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めるための手段は、前記現在のセグメント
を前記現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めるた
めの手段を備え、
　前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超えているかどうかを
判定するための手段は、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前
記コストしきい値を超えているかどうかを判定するための手段を備える手段と、
　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続するための手段と、
　前記進行中のダウンロードを継続しつつ前記選択された表現のダウンロードを開始し、
前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超え
ていないと判定したことに応答して、前記現在のセグメントを前記現在の表現でダウンロ
ードしつつ、同時に前記現在のセグメントのプレイアウトを前記選択された表現に切り替
えるための手段とをさらに備える、請求項15に記載のレシーバデバイス。
【請求項２２】
　レシーバデバイスプロセッサに動作を実行させるように構成されたプロセッサ実行可能
命令が記憶された非一時的プロセッサ可読記憶媒体であって、前記動作は、
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　進行中のダウンロードを受ける現在の表現でのコンテンツの現在のセグメントの別の表
現を選択することと、
　前記進行中のダウンロードを受ける前記現在のセグメントの前記選択された表現に切り
替えるコストを求めることであって、切替えの前記コストは、プレイアウトコスト、電力
コスト、データ使用量コスト、および平均ビットレートコストからなるグループから選択
されることと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが切替え状況に基づくコストしきい値を超
えているかどうかを判定することと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることと、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
現在のセグメントの進行中のダウンロードを継続することとを含む非一時的プロセッサ可
読記憶媒体。
【請求項２３】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中にプレイアウト停止の保
留状態が生じるときにそれを認識することをさらに含む動作を実行させるように構成され
、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、
　前記切替え状況に基づく前記コストしきい値が、前記プレイアウト停止の保留状態に基
づく時間コストしきい値を含むように動作を実行させるように構成され、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることは、
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消すコス
トを求めることと、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードするコストを求めることと
、
　前記現在のセグメントを前記選択された表現でダウンロードする前記コストと前記現在
のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロードを取り消す前記コストとの
和に基づく総時間コストを算出することと、
　前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超えているかどうかを判定することとを
含む、請求項22に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項２４】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前
記選択された表現に切り替えることが、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を超
えていないと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えることを含み、
　切替えの前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定したことに応答して前記
進行中のダウンロードを継続することが、前記総時間コストが前記時間コストしきい値を
超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することを含むよ
うに動作を実行させるように構成される、請求項23に記載の非一時的プロセッサ可読記憶
媒体。
【請求項２５】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに動作を実行
させるように構成され、前記動作は
　前記切替え状況に基づく複数のコストしきい値を求めることと、
　前記複数のコストしきい値においてまだ選択されていないコストしきい値を選択するこ
とと、
　前記選択されたコストしきい値に基づいて前記選択された表現に切り替えるコストを求
めることであって、前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超え
ているかどうかを判定することは、前記選択された表現に切り替える前記コストが前記選
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択されたコストしきい値を超えているかどうかを判定することを含むことと、
　前記選択された表現に切り替えるコストが前記選択されたコストしきい値を超えていな
いと判定したことに応答して前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現に関
して評価されたかどうかを判定することと、
　前記複数のコストしきい値の各々において、前記選択された表現に関して評価されてい
ないコストしきい値があると判定したことに応答して、前記複数のコストしきい値におい
てまだ選択されていないコストしきい値を選択することとをさらに含み、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、切替えの
前記コストが前記コストしきい値を超えていないと判定したことに応答して前記選択され
た表現に切り替えることが、前記複数のコストしきい値の各々が前記選択された表現に関
して評価されたと判定したことに応答して前記選択された表現に切り替えることを含むよ
うに動作を実行させるように構成される、請求項22に記載の非一時的プロセッサ可読記憶
媒体。
【請求項２６】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに動作を実行
させるように構成され、前記動作は、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも低いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成することであって、前記記憶されたプロセッ
サ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、前記現在のセグメントの別の表現を
選択することが、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することを含むように動
作を実行させるように構成されることと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
ることと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することと、
　表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して、前記進
行中のダウンロードを継続することとをさらに含む、請求項22に記載の非一時的プロセッ
サ可読記憶媒体。
【請求項２７】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに動作を実行
させるように構成され、前記動作は
　前記現在のセグメントの前記現在の表現での前記進行中のダウンロード中に前記レシー
バデバイスプロセッサが利用できるリソースが増大することを特徴とする切替え状況を認
識することと、
　前記現在のセグメントに利用できる表現の順位リストを前記現在の表現よりも高いビッ
トレートを有する各表現について降順に生成することであって、前記記憶されたプロセッ
サ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、前記現在のセグメントの別の表現を
選択することが、表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することを含むように動
作を実行させるように構成されることと、
　前記選択された表現に切り替える前記コストが前記コストしきい値を超えていると判定
したことに応答して表現の前記順位リストにおける各表現が選択されたかどうかを判定す
ることと、
　表現の前記順位リストにおける各表現において選択されていない表現があると判定した
ことに応答して表現の前記順位リストにおける次の表現を選択することとをさらに含み、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、切替えの前記コストが前記コストしきい値
を超えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することが、表
現の前記順位リストにおける各表現が選択されたと判定したことに応答して前記進行中の
ダウンロードを継続することを含むように動作を実行させるように構成される、請求項22
に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
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【請求項２８】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、前記現在のセグメントの前記現在の表現で
の前記進行中のダウンロード中に帯域幅が急激に増大することを特徴とする切替え状況を
認識することをさらに含む動作を実行させるように構成され、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに、
　前記選択された表現に切り替えるコストを求めることが、前記現在のセグメントを前記
現在の表現および前記選択された表現で同時にダウンロードするコストを求めることを含
み、
　前記選択された表現に切り替える前記コストがコストしきい値を超えているかどうかを
判定することが、前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コス
トしきい値を超えているかどうかを判定することを含むように動作を実行させるように構
成され、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令は、レシーバデバイスプロセッサに動作を実行
させるように構成され、前記動作は
　前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超
えていると判定したことに応答して前記進行中のダウンロードを継続することと、
　前記進行中のダウンロードを継続しつつ前記選択された表現のダウンロードを開始し、
前記現在のセグメントを同時にダウンロードする前記コストが前記コストしきい値を超え
ていないと判定したことに応答して、前記現在のセグメントを前記現在の表現でダウンロ
ードしつつ、同時に前記現在のセグメントのプレイアウトを前記選択された表現に切り替
えることとをさらに含む、請求項22に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
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